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第１条（カードの名称および入会の方法）
1.　�本カードは、全日本空輸株式会社（以下「ANA」といいます）
とアメリカン・エキスプレス・インターナショナル,�Inc.（以下「当
社」といいます）とが提携し、当社所定の方法で当社が発
行する以下のカードで、「ANA アメリカン・エキスプレス提
携カード」（以下「カード」といいます）と総称します。
●ANA アメリカン・エキスプレス®・カード
●ANAアメリカン・エキスプレス®・ゴールド・カード
● �ANAアメリカン・エキスプレス®・スーパーフライヤーズ・ゴールド・
カード

● �ANAアメリカン・エキスプレス®・プレミアム・カード
● �ANAアメリカン・エキスプレス®・スーパーフライヤーズ・プレミアム・
カード

2.　�申込者は本特約およびアメリカン・エキスプレスのカード会
員規約（以下「会員規約」といいます）、ANAの定めるANA
マイレージクラブ会員規約およびANAアメリカン・エキスプレ
ス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カード、ANAアメリカン・
エキスプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カードにつ
いては ANA スーパーフライヤーズ会則を了承の上、直接また
は ANAを通じて当社に入会を申し込むものとします。

第２条（用語の定義）
1.　�本特約で特に定義されていない用語は、会員が承認した会員
規約の語句の用語と同様とします。

2.　�本特約に定めのない事項については、会員規約を準用するも
のとします。

第３条（会員資格）
本特約ならびに会員規約を承認の上、入会の申し込みをした方で、
当社が適格と認めた方を会員とします。
第４条（本特約の改定）
1.　�当社は、次の各号に該当する場合には、本特約の変更の効力
発生時期を定め、本特約を変更する旨、変更後の内容および
効力発生時期を、当社のウェブサイトへ掲載するほか、必要が
あるときは基本カード会員に通知する方法その他の相当な方
法により周知することによって、本特約を改定することができ
ます。なお、第2号に該当する場合には、当社は、定めた効
力発生時期が到来するまでに、当社のウェブサイトへの掲載
等を行うものとします。
（1）�改定の内容が会員の一般の利益に適合するとき
（2）�改定の内容が本契約に係る取引の目的に反せず、改定の必

要性、改定後の内容の相当性その他の変更に係る事情に
照らし、合理的なものであるとき

2.　�当社は、前項に基づくほか、あらかじめ変更後の内容を当社
のウェブページに掲載する方法により基本カード会員に周知し
た上で（必要があるときには、これに加え基本カード会員に通
知する方法その他相当な方法での周知を行うこととします。）、
本特約を変更することができるものとします。この場合、会員
がかかる周知の後に行うカード使用をもって、変更に対する承
諾の意思表示とし、当該意思表示をもって当該会員に対し変
更後の本特約が適用されるものとします。かかる通知の後に
家族カード会員がカードを使用した場合においても、基本カー
ド会員は改定後の特約に拘束されるものとします。

ANAアメリカン・エキスプレス提携カード会員特約
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第５条（カード発行の継続・廃止）
カード発行の継続・廃止については、当社がこれを決定します。
第６条（会員資格の喪失）
会員がANAの航空機および会員に提供されるサービスの利用にあ
たり運送約款ならびにその他運送に係る規定に違反した場合は、
本特約による会員資格も当然に喪失したものとみなします。また、
ANAマイレージクラブ会員資格も同時に喪失したものとします。
第７条（サービスの利用）
会員は、カードをANAマイレージクラブ会員証として利用すること
ができます。
第８条（楽天 Edy サービス）
会員は、以下の提携会社が、別途定めるANAアメリカン・エキス
プレス提携カード・Edy カード一体型特約および楽天 Edy サー
ビス利用約款に基づき、以下のサービスを会員に提供することに同
意します。
楽天 Edy 株式会社
東京都世田谷区玉川一丁目14 番1号�
電話番号 0570-081-999
提供するサービス：ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・Edy
カード一体型特約に基づき、ANAと当社が提携して発行するカー
ドにおける楽天 Edy サービス利用約款に定めるサービス
第９条 （リワード・プログラム）
本カードには当社が別途定める「ANAアメリカン・エキスプレス提
携カード�—�メンバーシップ・リワード・プログラム会員規約」に基
づくリワード・プログラムが適用されるものとします。本カードに
ついては、当社が企画・運営する「アメリカン・エキスプレス・カー
ド�メンバーシップ・リワード・プログラム」は適用されません。
第１０条（ANA への個人情報の提供および利用に関する同意）
1.　�会員は、当社が保護措置を講じた上で、ANAに対して、ANA
における会員管理を目的として、次の各号に定める個人情報を
提供し、ANA がこれを利用することに同意します。また、会員
は当社に届け出た変更事項について、別途 ANAに対し「ANA
マイレージクラブ会員規約」に定める届出が必要となります。
（1）�会員規約等に基づき当社に提供のあった情報もしくは会員
等が当社に提出する書類等に記載されている情報

（2）�カードの申込みにより発行される会員番号・有効期限およ
び変更後の会員番号・有効期限

（3）�カード会員番号が無効となった事実（ただし、その理由は
除く）

（4）�カード会員資格の喪失（ただし、その理由は除く）
（5）�カード申込みに対する審査の結果（ただし、その理由は除く）

2.　�会員は、当社が保護措置を講じた上で、ANAに対し、ANAの各
種サービスの提供を目的として、以下の個人情報を提供し、ANA
がこれを利用することに同意します。
（1）会員のカード利用に関する、利用日、利用金額、利用店名、
商品名等の利用状況、契約内容に関する情報

3.　�会員は、当社が保護措置を講じた上で、ANAマイレージクラブ
会員規約に記載する「個人情報の取扱い」に準じて、本条第１
項（1）および第２項（1）の個人情報をANAに提供し、ANA
がこれらを利用することに同意します。

2

Apple_Premium_WP会員規約集_1226.indd   2 2020/01/30   21:51



＜お問い合わせ・ご相談窓口＞
＊�商品等のご購入契約についてのお問い合わせ・ご相談は、カー
ドをご利用になった加盟店にご連絡ください。
＊�カード利用代金等のお支払いについてのお問い合わせ・ご相談
は、下記の各メンバーシップ・サービス・センターまでご連絡く
ださい。
＊�支払停止の抗弁に関する書面（会員規約１７条第４項）について
は、下記の「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」までご連
絡ください。
＊�個人情報に関する開示・訂正・削除や利用・提供中止の申出、
その他お問合せは、下記の各メンバーシップ・サービス・センター
までお願いします。

＊アメリカン・エキスプレスのホームページアドレス：
　http://www.americanexpress.co.jp

「メンバーシップ・サービス・センター」
〒167-8001��東京都杉並区荻窪 4丁目30 番16号
各メンバーシップ・サービス・センターの名称と電話番号は以下の
通りです。
・�ANAアメリカン・エキスプレス・カード会員：
���電話０１２０−９６５８７７
・�ANAアメリカン・エキスプレス・ゴールド・カード会員：
���電話０１２０−９５８６７７
・�ANAアメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・
ゴールド・カード会員：
���電話０１２０−９５８６７７
・�ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員：
���電話０１２０−１２６６２６
・�ANAアメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・
プレミアム・カード会員：
���電話０１２０−１２６６２６

「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」
〒167-8001�東京都杉並区荻窪 4丁目30 番16号
電話：０１２０−０７０９７９

（2020 年 4月1日改定）

※�「楽天 Edy（ラクテンエディ）」は、楽天グループのプリペイド型
電子マネーサービスです。
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第1章　一般条項

第1条（カードおよび会員）
1. �「カード」とは、アメリカン・エキスプレス・インターナショナ
ル・インコーポレイテッド（日本支社）（以下「当社」といいま
す。）が発行するカードをいい、次のカードおよびカードの表
面に提携金融機関・提携会社などの名称を付したアメリカン・
エキスプレスのカードを含みます。
（1）センチュリオン®・カード
（2）プラチナ・カード®
（3）アメリカン・エキスプレス®・ゴールド・カード
（4）アメリカン・エキスプレス®・カード
（5）アメリカン・エキスプレス®・ブルー
（6）アメリカン・エキスプレス®・スカイ・トラベラー・カード
（7）アメリカン・エキスプレス®・スカイ・トラベラー・プレミア・カード
2. �「基本カード会員」とは、本規約を承認の上、当社にカードの申
込みまたはこれに準ずる行為をし、当社が入会を認めた個人
をいいます。当社は、基本カード会員に対し、1枚または複数の
カードを発行し、貸与します。基本カード会員は原則として日
本国内に住居を有する者に限ります。基本カード会員が海外
に転出した場合には、当社は会員資格の再審査をすることが
あります。

3. �（1）�「家族カード会員」（本条第１項（1）（2）（5）のカードにおけ
る「追加カード会員」を含むものとします。）とは、基本カー
ド会員がその代理人として指定した者であって、自ら家族
カード会員になることに同意し、当社が入会を認めた個人
をいいます。

������（2）��基本カード会員は、家族カード会員に対し、当社が家族会
員用に発行したカード（以下「家族カード」といいます。）を
基本カード会員の代理人として使用する権限を与えるも
のとし、家族カード会員は、基本カード会員の代理人とし
て家族カードを使用するものとします。当該代理権授権の
無効・取消し・撤回等は、第17条に定める退会手続が完了
した場合を除き、当社に主張できないものとします。

�����（3）�基本カード会員は、家族カード会員による家族カードの使
用状況等を管理するものとし、家族カード会員による家族
カード使用により発生する債務その他家族カードに関し
て発生する一切の債務の責任を負うものとします。また、
家族カード会員は、当社が家族カードの使用状況等を基本
カード会員に対し通知することを承諾するものとします。

�����（4）�基本カード会員は、家族カード会員に対し本規約を遵守さ
せるものとし、家族カード会員が本規約に違反した場合に
は、当社に対して一切の責任を負うものとします。

4. �「会員」とは「基本カード会員」および「家族カード会員」をいい
ます。会員と当社との間の契約は、当社が入会を認めた時に成
立します。

5. �「カード利用代金等」とは、カードを利用して行った商品もし
くは権利（以下「商品等」という。）の購入または役務の提供等
を受けることに係る代金、通信販売に係る金額、年会費その他
の料金または手数料およびこれらに課せられる消費税をいい

アメリカン ･ エキスプレスのカード会員規約

会員規約ならびに個人情報の取り扱いに関する同意条項および重要事項をよくお読み
いただき、それらを契約内容とすることに同意の上で、カードをご利用ください。
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ます。
第 2 条（カードの貸与および利用）
1. �カードは、当社が発行し基本カード会員に貸与するもので、当
社が所有権を有します。カードの表面または裏面には会員氏
名、カード番号、有効期限、セキュリティコード等（以下「カー
ド情報」といいます。）が印字または刻印されます。会員は、
カードの貸与を受けたときは直ちにカード裏面の所定の欄に
自署するものとします。

2. �会員は、善良なる管理者の注意をもってカードおよびカード
情報を管理、使用するものとします。カードは、カード表面に
その氏名が印字または刻印されカード裏面に署名した会員本
人だけが利用できるものとし、他人に貸与、譲渡または質入れ
してはならず、その他当社の所有権を侵害することはできま
せん。また、会員は、カード情報を他人に使用させることはで
きません。

3. �会員は、カードの表面もしくは裏面に刻印されているカード
有効期間の終了後、会員資格が一時停止されている期間、会員
が退会した後、または会員資格が取り消されもしくはカード
が無効とされた後は、カードを利用することはできません。

4. �当社は、第18条に基づく会員資格の一時停止および取消しの
ほか、当社が指定する国または地域におけるカードの利用を
いつでも中止または停止することができます。

第 3 条（暗証番号）
1. �会員は、カード利用に必要となる暗証番号を、当社に登録する
ものとします。会員からの登録がない場合、または、会員が登
録した暗証番号について当社が不適切と判断した場合は、当
社が暗証番号を登録し通知することがあります。会員の暗証
番号の登録、指定および利用に関しては、当社所定の手続に
従っていただきます。会員は、暗証番号を登録するに際し、生
年月日、電話番号等、第三者が容易に推測できる番号は使用し
ないものとします。

2. �会員は、暗証番号を他人に知られないよう、善良なる管理者の
注意をもって管理する責任があります。会員は、暗証番号を他
人に開示等してはならず、また、暗証番号を他人に使用させる
ことはできません。

3. �会員は、別途当社が定める手続に従い、暗証番号を変更するこ
とができます。ただし、ICカードの暗証番号を変更する場合
は、カードの再発行手続が必要となります。

第 4 条（カードの機能および付帯サービス・特典）
1. �会員は、カードの有効期間中、本規約の規定その他当社が定め
る方法および条件に従いカードまたはカード情報を使用する
ことにより、本規約第2章（ショッピング条項）に定める機能お
よびその他当社が設定する機能を利用することができます。

2. �会員は、当社または提携会社が提供するカード付帯サービス・
特典を、当社が別途定めるところに従い、利用することができ
ます。ただし、会員は、退会し、または、その会員資格が取り消
された場合には、付帯サービス・特典を利用する権利（既に取
得した付帯サービス・特典に基づく権利行使を含む。）を失い
ます。
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3. �当社は、必要と認めた場合には、前項の付帯サービス・特典の
内容の変更、または、提供の一部もしくは全部の中止をするこ
とができるものとします。

第 5 条（年会費等）
1. �会員は、保有する各カードにつき、当社所定の年会費を当社に
お支払いいただきます。当社の責に帰すべき事由により退会ま
たは会員資格を喪失した場合を除き、一旦お支払いいただいた
年会費は返還いたしません。

2. �会員はカードの入会に当たり、当社所定の入会金を当社にお支
払いいただく場合があります。一旦お支払いいただいた入会金
は、退会または会員資格の取消しその他理由の如何を問わず返
還いたしません。

第 6 条（カードの紛失・盗難、偽造等）
1. �カードの紛失、盗難、カード情報の漏えい等により他人にカー
ドを不正使用された場合、または発行時・更新時等これを通常
受け取るべき時に届かないことに気づいた場合には、会員は、
直ちに最寄りの当社の営業所（海外においてはアメリカン・エ
キスプレスの営業所）にその旨を届け出るものとします。この
場合には、会員は、最寄りの警察署に紛失届・被害届等を提出
した上、その警察署より交付される届出の受理を証明する文
書または受理番号その他警察署への申告等を行ったことを示
す書類として当社が認めるものを当社に提出するものとしま
す。この他、会員は、不正使用者の発見および損害の防止軽減
に必要な努力をし、当社または当社の契約する保険会社の指
示に従って必要な手続を行い、その調査に協力するものとし
ます。

2. �基本カード会員は、カードおよびカード情報の管理責任が会
員にあることを踏まえ、承諾したと否とにかかわらず会員本
人以外の者によるカードの利用またはカード情報の使用（本
条において「不正使用」といいます。）が会員本人による使用と
みなされて処理されることをあらかじめ承諾し、不正使用か
ら生じたカード利用代金等をすべて支払うものとします。

3. �前項の規定にかかわらず、カードの紛失、盗難またはカード情
報の漏えい等などについて本条第1項の届出がなされた場合
においては、その届出を当社が受け取った日から遡って60日
目以降に生じたカードの不正使用については、基本カード会
員は、支払責任を負わず、既に支払った不正使用によるカード
利用代金等相当額は当社が補てんするものとします。ただし、
次の場合はこの限りでないものとします。
（1）会員の故意または重大な過失に起因する場合。
（2）�会員の家族、同居人もしくは留守番その他会員の委託を受

けて身の回りの世話をする者がカードを紛失し、これを不
正使用もしくは窃取した場合、またはこれらの者がカード
の紛失、不正使用もしくは盗難に関与した場合。

（3）�会員が第2条第2項に違反して他人にカードを利用させ、も
しくは他人にカード情報を使用させた場合、または、会員の
カードもしくはカード情報の管理状況等に第2条第2項に
違反する過失があった場合。

（4）�その他会員による本規約に違反する行為に起因して不正使
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用が生じた場合。
（5）�会員が当社もしくは保険会社の行う被害状況調査等に協力

しない場合、または当社もしくは保険会社が必要と判断す
る書類を提出しない場合。

（6）�カード利用に際し、会員の暗証番号が使用された場合（ただ
し、会員の暗証番号の管理状況等を踏まえて、会員に故意ま
たは過失がないと当社が認めた場合を除きます。）。

（7）�戦争・地震等による著しい秩序の混乱中に生じた紛失・盗
難に起因する場合。

4. �偽造カードの使用に係る債務については、偽造カードの作出
または使用について会員に故意または過失がない場合には、
基本カード会員は、支払の責を負わないものとします。なお、
偽造カードの作出または使用について会員に故意または過失
があるときは、その偽造カードの使用に係る債務については
基本カード会員が支払の責を負うものとします。

第７条（届出事項の変更）
1. �会員は、その住所、氏名、電子メールアドレス等の連絡先、勤務
先、職業、カード利用代金等の指定支払口座または支払方法そ
の他当社に届け出た事項に変更があった場合には、直ちに当
社に届け出ていただきます。

2. �前項の届出がなかった場合においては、このために当社から
の送付物その他の通知の到着が遅れ、またはこれらが到達し
なくても、当社は、会員宛てに通常到達すべきときに届いてい
るものとみなします。ただし、前項の届出を怠ったことにつ
き、会員にやむを得ない事情がある場合はこの限りではない
ものとします。

第８条（カードの更新・再発行）
1. �会員から更新カードの発行を希望しない旨の通知がない場合
において、当社が引き続き会員として適格と認めるときには、
カード表面または裏面記載の有効期間が満了するまでに更新
カードを発行します。

2. �会員は、カードの紛失・盗難、破損等の場合は、当社が別途定め
る手続に従い当社にカードの再発行を申し込み、当社が認めた
場合に再発行を受けることができます。また、当社は、カード情
報の管理等の業務上の必要が生じた場合は、会員番号の変更お
よび会員に貸与するカードの再発行ができるものとします。な
お、カードが再発行される場合には、カード番号・有効期間が
変更されます。また、基本カード会員および家族カード会員に
貸与されたカードのうちの一枚につきカード番号の変更・再
発行がされる場合、他のカードについてもカード番号の変更・
再発行がされることがあります。

第２章　ショッピング条項

第９条（加盟店でのカードの利用）　　
1. �会員は、カードを利用して、当社、当社の関連会社、または提携
会社が指定する国内外のアメリカン・エキスプレス・カード
取扱加盟店（以下「加盟店」といいます。）で商品等の購入、役務
の提供等を受けることができます。会員は、加盟店でカードを
提示して使用する際、加盟店の指示に従い、カード利用代金等
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の明細を記載した売上票にカード裏面の署名と同じ署名を
し、もしくは、加盟店の端末機に暗証番号を入力し、または、署
名と暗証番号の入力の両方を行うものとします。ただし、会員
がカード利用の意思を明確にして行う次の各号の取引等につ
いては、会員の署名または暗証番号の入力のない売上票を当
社または加盟店において作成する場合があります。
（1）�電話、郵便、インターネット等を通じて行う通信販売等の取

引。
（2）�当社と加盟店との取決めにより、売上票への会員の署名を

省略する取引。
（3）�その他当社が随時定め、会員に告知する取引。
2. �会員は、当社が適当と認めた場合には、カード番号・有効期限
等を加盟店に事前に登録することにより、通信サービス料金
その他継続的に発生する各種利用代金等の決済手段として
カードを利用することができます。この場合、会員は、カード
番号・有効期間等が変更されもしくは退会・会員資格取消し
等によりカードが無効となったときには、その旨を加盟店に
通知の上、決済手段の変更手続を行うものとします。会員が
カード無効情報の通知手続を怠った場合には、退会・会員資格
取消し等によりカードが無効となった後であっても登録され
たカードによって決済がなされる場合があり、会員はその利
用代金等の支払の責を負うものとします。なお、会員は、当社
から一部の加盟店（その決済代行機関等を含む。）に対して、会
員に代わり、カード番号・有効期限の変更およびカードの無効
情報を通知する場合があることをあらかじめ承諾するものと
します。

3. �カードは、会員が個人的に消費するための商品等の購入また
は役務の提供等を受けることの決済に通常利用するもので
あって、転売または換金目的で利用することはできません。こ
の他、過去の商品等の購入または役務の提供等に係る債務の
精算にカードを利用することはできません。

4. �カードによる物品等の購入またはサービスの提供の受領を取
り消す場合は、当社所定の手続によるものとします。また、そ
の払戻しは当社を通じてこれを行い、現金等での払戻しはい
たしません。

5. �会員によるカード利用には、原則として、当社（当社が業務委
託する者を含みます。本項において同じ。）の承認が必要とな
り、加盟店は、当社に対して取引内容や利用金額等の情報提供
をした上で利用承認に関する照会を行います。また、会員は、
（1）第三者によるカードの不正利用を防止する目的等のため、
当社が利用承認を保留することがあること、および（2）会員本
人の利用であることを確認するため、会員に対して直接、電
話、Ｅメール、SMS等の方法により連絡をして、本人確認・利用
確認の手続等することがあることを、あらかじめ承諾するも
のとします。

6. �会員は、当社または当社の加盟店業務委託先と加盟店との間
の加盟店契約の内容に従い、加盟店でのカード利用による取
引の結果発生した加盟店の会員に対する債権を、（1）当該加盟
店から直接または第三者を経由して当社に対して譲渡される
こと、または、（2）会員からの委託に基づいて当社が立替払い
をすることについて、あらかじめ承諾します。また、会員は、上
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記（1）の譲渡に際し、加盟店に有する一切の抗弁（同時履行の
抗弁、相殺の抗弁、無効・取消し・解除の抗弁、消滅時効の抗弁
その他抗弁を含むがこれらに限られません。ただし、「ペイフ
レックス特約」第�7�条および「ボーナス一括払い・分割払い特
約」第�7�条の支払停止の抗弁を除きます。）を主張しないこと
を、あらかじめ承諾するものとします。

第 10 条（カードにより加入する保険）
1. �カードを利用して保険（当社を代理店とするもの。共済を含
む。以下同じ。）に加入する場合、会員は、当社が会員のために
期日に保険会社に対して保険料の支払をすることを了承する
とともに、別段の合意あるときを除いて第13条に定めるとこ
ろに従って当社への支払をするものとします。

2. �カードにより加入した保険の継続を中止しようとするとき
は、会員はその旨文書により当社またはその保険の引受保険
会社に申し出るものとします。

3. �カードが退会その他により失効した場合または第13条に定め
るところに従って当社への支払が行われない場合には、当社
は保険会社に対する保険料の支払を中止することができるも
のとし、保険料の支払が中止されたときはその保険は解約扱
いとなります。この場合、継続可能な保険について会員が継続
を希望するときは、継続に必要な手続は会員において直接保
険会社との間でとっていただきます。

4. �会員は各保険加入申込みの条件に定める諸条項および本規約
の諸条項に拘束されるものとします。

5. �当社は保険業法その他関連法令を遵守し、会員の代理人また
は受託者としてではなく、保険会社・共済の代理人として、会
員向けの保険会社・保険商品・共済を選定しております。保険
会社・共済から当社に対して、保険会社・共済の定める料率に
基づき代理店手数料・代理所手数料が支払われます。また、一
部の保険商品については、国外の当社の関連会社が再保険を
引き受け、再保険収益を得る場合もあります。会員向けの保険
商品・共済の選定にあたっては、このような保険会社・共済と
の間の取り決めを考慮する場合があります。かかる保険商品・
共済への加入は任意です。

第 11 条（加盟店との紛議）
1. �当社は、カードの利用拒絶等の加盟店の措置または加盟店が
引き渡しもしくは提供する商品等もしくはサービスが会員と
加盟店との間の契約の内容に適合しない場合であっても、そ
の不適合について責任を負いません。会員がカードにより購
入しまたは提供を受けた商品等またはサービスに関する紛議
は、会員と加盟店との間で解決するものとします。紛議の解決
の有無にかかわらず、会員は、当社に対してそのカード利用代
金等の支払の責任を負います。

2. �会員は、加盟店に対し、見本、カタログ等により購入した商品
等または提供を受けたサービス等に関し、引き渡された商品
等またはサービスが見本、カタログ等と相違している場合に
は、会員と加盟店との契約に基づいて、商品の交換またはサー
ビスの再提供を申し出るか、または当該売買契約の解除もし
くはサービス提供契約の解除ができるものとします。
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第 12 条（カード利用代金等の支払区分およびカードの利用可能枠）
1. �加盟店でのカード利用代金等の支払区分は、1回払いとします。
ただし、特約の適用がある場合はその限りではありません。

2. �カードの利用可能枠は、お申込みの内容、ご利用実績その他の
事情に応じ当社が審査、決定した額とし、その時々の状況に応
じ変動します。

3. �会員は、前項の利用可能枠を超える利用についても当然にそ
の支払の責を負うものとします。

第 3 章　カード利用代金等の支払

第 13 条（カード利用代金等の支払）
1. �基本カード会員は、本人および家族カード会員の各カードに
ついて生じた一切のカード利用代金等についてその支払の責
を負うものとします。

2. �当社は、カード利用代金等を別途定める毎月の所定日に締め
切り、各基本カード会員宛に『ご利用代金明細書』を送付し、ま
たは別途合意するところに従い電磁的方法により交付しま
す。この『ご利用代金明細書』には、家族カードに関して生じた
すべてのカード利用代金等も含むものとします。当社は、会員
がこの『ご利用代金明細書』を受け取ってから、2週間以内に会
員からの申出がない限り、この『ご利用代金明細書』の内容に
ついて承認いただいたものとみなします。

3. �基本カード会員は、カード利用代金等を、その『ご利用代金明
細書』に記載の当社指定日（ただし、同日が金融機関の休日の
場合は翌営業日とします。）に、基本カード会員指定の支払口
座からの自動振替の方法により支払うものとします。なお、当
社指定日に自動振替ができなかった場合には、一部金融機関
との約定に基づき、指定日以降再度全額または一部を自動振
替することができるものとします。

4. �前項の規定にかかわらず、基本カード会員は、あらかじめ当社
の同意を得た場合のみ、この支払方法を当社の指定する銀行
口座への振込による方法に代えることができ、この場合には、
『ご利用代金明細書』に記載の当社指定日を支払期日としま
す。基本カード会員は、当社指定の口座への振込みの方法によ
り支払を行う場合には、支払期日の当社または金融機関所定
の時刻までに振込みを完了するものとし、振込みの完了が当
該時刻を過ぎた場合に原則として翌営業日の支払として取り
扱われることに異議がないものとします。

5. �基本カード会員は、金融機関等にて振込により支払う場合の
金融機関等所定の振込手数料その他本規約に基づく債務の支
払いに際して発生する各種取扱手数料、本規約に基づく費用・
手数料等に課される消費税その他公租公課を負担するものと
します。

第 14 条（外貨建てのカード利用代金等の円換算等）
1. �カード利用代金等が外貨建てで生じた場合には、American�
Express� Exposure�Management� Ltd（以下「AEEML」）が日本円
に換算します。この換算は、アメリカン・エキスプレスにおけ
るカード利用代金等の処理日に行われ、当該カード利用代金
等のアメリカン・エキスプレスへの提出時期により実際の
カード利用日と異なることがあります。
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2. �前項の円換算に際しては、カード利用代金等が米ドル以外の
外貨建てで生じた場合には、米ドルを介しての円換算、すなわ
ちカード利用代金等を一旦米ドルに換算後これを円換算しま
す。また、カード利用代金等が米ドル建てで生じた場合には、
直接円換算します。法令により特定の換算レートの適用が義
務付けられている場合、または協定もしくは現地の慣例によ
り当該カード利用代金等に関して特定の換算レートが使用さ
れる場合を除き、AEEMLによる円換算に際しては、AEEMLが
日本国外で所有し管理するアメリカン・エキスプレス財務シ
ステムを利用し、換算日の前営業日における主要な外国為替
相場情報から選択した銀行間レートを基に、2%の外貨取扱手
数料を加えた（ただし、米ドルを介しての円換算の場合、当該
手数料が重複して課せられることはありません。）換算レート
を使用するものとし、会員はこれに理解・同意するものとしま
す。この外貨取扱手数料はAmerican�Express�Travel�Related�
Services�Company,� Inc.�もしくはその関連会社の収益となり
ます。なお、カード利用代金等がアメリカン・エキスプレスに
提出される前に第三者により換算される場合、適用される換
算レートは当該第三者が決定するものとします。

3. �①外貨建てのカード利用が取り消された場合の取消されるべ
き金額の円換算、および②付加価値税の還付金の円換算は、当
該カード利用の取消処理がアメリカン・エキスプレスで行わ
れる処理日を換算日として、前2項の規定に準じるものとしま
す。

4. �前3項の規定にかかわらず、一部の海外加盟店でのカード利用
に際して、加盟店から外貨建ての利用金額とともに、加盟店が
独自に定めるレートにより換算した円建ての利用金額の提示
がある場合において、会員が円建ての利用金額によることを
選択したときは、当該円建て金額をカード利用代金等として
請求します。なお、かかる場合において、会員が当該カード利
用を取り消した場合、取消金額は外貨建てで生じることがあ
り、その場合取り消すべき金額の円換算は前3項に従います。

第 15 条（遅延損害金その他カード利用代金等の支払の過不足の処理）
1. �会員が、第13条第3項および第4項に規定する支払期日にお支
払いいただけなかった場合は、お支払いいただくべき金額に
対し支払期日の翌日から完済に至るまで、または本規約に基
づき期限の利益を喪失した場合には、残債務全額に対し期限
の利益喪失の日から完済に至るまで、実質年率14.6%の遅延損
害金を年365日（うるう年は366日）の日割計算で請求させて
いただきます。

2. �会員が本規約に基づく支払を怠り、当社の催告に応じないと
きは、会員は、当社のとる措置に服するものとし、当社が法的
手続に要した一切の費用（弁護士費用を含むものとします。）
を負担していただきます。

3. �お支払いいただいた金額が、会員の当社に対する一切の債務
を完済させるに足りない場合、会員への通知なくして当社が
適当と認める順序、方法によりいずれの債務に充当しても、会
員は、異議のないものといたします。加盟店でのカード利用が
取り消された場合およびその他の場合の調整金額についても
同様とします。ただし、ペイフレックス特約第7条に基づく支
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払停止の抗弁に係る充当については割賦販売法第�30�条の�5�
の規定によるものとします。

4. �当社は、会員の加盟店でのカード利用の取消しその他原因の
如何を問わずカードについて過払い状態が生じた場合、当該
差額につき基本カード会員の当社に対する期限到来前または
将来発生する債務に充当することができるものとします。た
だし、基本カード会員から振込返金の依頼があった場合は、当
社はそれに従うものとします。

第 4 章　その他

第 16 条（期限の利益の喪失）
1. �基本カード会員は、次のいずれかの事由に該当した場合、この規
約に定める支払期限にかかわらず、当社からの通知・催告なしに
当然に期限の利益を失い、直ちに未払債務の全額（全ての支払区
分に係るカード利用代金等を含む。）を支払うものとします。
（1）�支払期日にカード利用代金等の支払を一回でも遅延した場

合。ただし、特約に基づくペイフレックス利用代金の弁済金
の支払、ボーナス一括払いの支払または分割払いの分割支
払金の支払を遅滞した場合を除く。

（2）�特約に基づくペイフレックス利用代金の弁済金の支払、
ボーナス一括払いの支払または分割払いの分割支払金の支
払を遅滞した場合であって、当社から20日以上の相当な期
間を定めてその支払を書面で催告されたにもかかわらず、
その期間内に支払わなかったとき。特約に基づいてペイフ
レックス、ボーナス一括払いまたは分割払いを利用して購
入した商品等について、質入れ、譲渡、賃貸その他当社の所
有権を侵害する行為をした場合。

（3）�自ら振り出した手形、小切手が不渡りになった場合、または
一般の支払を停止した場合。

（4）�差押、仮差押、仮処分の申立てまたは滞納処分を受けた場
合。

（5）�会員または会員の経営する会社が破産手続開始、民事再生、特
別清算、会社更正その他裁判上の倒産処理手続の申立てを受
けた場合、または自らこれらの申立てをした場合。

（6）�会員が第22条第1項各号のいずれかに該当した場合または
同条第2項各号のいずれかに該当する行為をした場合、も
しくは同条の表明・確約が虚偽の申告であることが判明し
た場合。

2. �基本カード会員は、次のいずれかの事由に該当した場合、当社
からの請求により期限の利益を失い、直ちに未払債務の全額
を支払うものとします。
（1）�本規約の義務に違反し、その違反が本規約の重大な違反と

なる場合。
（2）�基本カード会員について、相続が開始された場合。
（3）�会員が当社の発行するカードを複数所持している場合にお

いて、その１枚のカードについて本条に記載した事項のい
ずれかに該当する事由が生じた場合。

（4）�第18条第1項に基づく会員資格の取消しがあった場合、そ
の他、会員の信用状態が著しく悪化した場合。
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第 17 条（退会）
1. �基本カード会員が退会しようとするときは、当社にその届出を
するとともに、そのカードを半分に切断して、切断したカードを
当社に返却するものとします。また、切断できない場合には当社
の指示に従うものとします。家族カードを発行している場合に
は、家族カード会員も同時に退会となりますので、基本カード会
員より家族カード会員に対して退会した旨を通知するとともに
家族カード会員のカードも半分に切断して直ちに当社に返却
し、当社に対する支払債務の全額を直ちにお支払いいただきま
す。ただし、当社が認める場合は、この規約に定める支払方法に
よることができるものとします。

2. �基本カード会員が家族カード会員のみの退会の届出を当社に行
う場合は、そのカードの返却を前項に従って行っていただきま
す。

3. �基本カード会員は、当社に退会の届出をした後も、そのカードお
よび家族カード会員のカードに関して生じた一切のカード利用
代金等についてその支払の責を負うものとします。

第 18 条（会員資格の一時停止および取消し）
1. �当社は、次の各号に1つでも該当した場合には、あらかじめ通
知することなく、いつでも会員のカード利用の一時停止を含
む利用制限または会員資格の取消しをすることができるもの
とします。この場合、家族カード会員は、基本カード会員に対
する当社の措置に従うものとします。当社が本条項に基づく
措置をとったことにより、会員にいかなる損害、費用が発生し
ても、当社は一切責任を負わないものとします。
（1）�入会申込書記載事項その他、会員が当社に申し出た事項に

虚偽の内容があった場合。
（2）�会員が本規約の条項その他当社との合意事項に違反した場

合、または違反するおそれがある場合。
（3）�会員が当社に対する債務の履行を怠った場合（ただし、ペイ

フレックス利用代金の弁済金の支払、ボーナス一括払いの
支払または分割払いの分割支払金の支払を遅滞した場合に
あっては、当社から20日以上の相当な期間を定めてその支
払を書面で催告されたにもかかわらず、その期間内に支払
わなかったとき。）。

（4）�会員の信用状態が悪化したと当社が認めた場合。
（5）�会員が第22条第1項各号のいずれかに該当した場合または

同条第2項各号のいずれかに該当する行為をした場合、も
しくは同条の表明・確約が虚偽の申告であることが判明し
た場合。

（6）�会員が当社から複数のカードを貸与されている場合で、他
のカードについて本項のいずれかの事由に該当した場合。

（7）�入会後相当期間内に、「犯罪による収益の移転防止に関する
法律」（以下「犯罪収益移転防止法」といいます。）に基づく取
引時確認が完了しない場合。

（8）�当社が貸与するカードがマネーローンダリング、テロ資金
供与、経済制裁関係法令等に抵触する取引に利用され、また
はそのおそれがある場合。

（9）�会員の所在が不明となった場合。
（10）�その他、会員のカード利用またはその利用目的等が適当
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でないと当社が認めた場合。現金を取得することを目的
として、カードが利用されたと当社が認めた場合を含む。

（11）�第13条第3項に定める自動振替による支払いのために必
要な決済口座の設定手続きが完了していない場合。

2. �当社は、会員資格が取り消された会員の氏名および会員番号
を無効番号通知書に掲載し、加盟店に通知することができま
す。会員資格を取り消された会員は、直ちにカードを半分に切
断の上、当社に返却するものとします。

第 19 条（適用法規・合意管轄裁判所）
1. �カードの発行または使用に関して生じた事項については、す
べて日本の法律が適用されるものとします。

2. �会員は、本規約について紛争が生じた場合、訴額の如何にかか
わらず、会員の住所地、購入地、または当社の日本における営
業所、各支店を管轄する簡易裁判所、または地方裁判所を管轄
裁判所とすることに同意するものとします。

第 20 条（本規約の改定）
1. �当社は、次の各号に該当する場合には、本規約の変更の効力発
生時期を定め、本規約を変更する旨、変更後の内容および効力
発生時期を、当社のウェブサイトへ掲載するほか、必要がある
ときは基本カード会員に通知する方法その他の相当な方法に
より周知することによって、本規約を改定することができま
す。なお、第2号に該当する場合には、当社は、定めた効力発生
時期が到来するまでに、当社のウェブサイトへの掲載等を行
うものとします。
（1）改定の内容が会員の一般の利益に適合するとき
（2）�改定の内容が本契約に係る取引の目的に反せず、改定の必

要性、改定後の内容の相当性その他の変更に係る事情に照
らし、合理的なものであるとき

2. �当社は、前項に基づくほか、あらかじめ変更後の内容を当社の
ウェブページに掲載する方法により基本カード会員に周知し
た上で（必要があるときには、これに加え基本カード会員に通
知する方法その他相当な方法での周知を行うこととしま
す。）、本規約を変更することができるものとします。この場
合、会員がかかる周知の後に行うカード使用をもって、変更に
対する承諾の意思表示とし、当該意思表示をもって当該会員
に対し変更後の本規約が適用されるものとします。

第 21 条（債権譲渡、契約上の地位の譲渡および提携カード発行の終了）
1. �当社は、いつでも、会員に対して事前の通知をすることなく、
この規約に基づく債権および契約上の地位を譲渡することが
できます。

2. �当社は、金融機関等の提携会社と提携またはこれに準じる関
係の下で発行するカードに関して、当該提携関係等が終了し
た場合、会員に対して事前に通知した上で、基本カード会員と
当社との間の当該提携カードに係る本規約に基づく取引を終
了することができるものとします。

第 22 条（反社会的勢力でないことの表明・確約）
1. �会員は、会員が、現在かつ将来にわたって、次の各号のいずれ
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にも該当しないことを表明、確約します。
（1）暴力団
（2）�暴力団員および暴力団員でなくなった時から5年を経過し

ない者
（3）�暴力団準構成員
（4）�暴力団関係企業
（5）�総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団

等
（6）�前各号の共生者
（7）�テロリスト等（疑いがある場合を含む）
（8）�その他前各号に準ずると当社が認めた者
2. �会員は、自らまたは第三者を利用して次の号のいずれの行為
も行わないことを確約します。
（1）�暴力的な要求行為
（2）�法的な責任を超えた不当な要求行為
（3）�取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
（4）�風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて当社の信用

を毀損し、または当社の業務を妨害する行為
（5）�その他前各号に準ずる行為

第 23 条（犯罪収益移転防止法等に基づく対応）
1. �会員は、当社が犯罪収益移転防止法および同法に関連するガ
イドライン等に基づき行う、会員に関する情報や具体的な取
引の内容等の確認に関して、以下の事項に異議なく同意しま
す。
（1）�当社から運転免許証その他の資料またはその写しの提示ま

たは提出を求められたときは、これに協力すること（当社か
ら追加資料の提示または提出を求められた場合を含みま
す。）

（2）�当社からカード利用の取引目的その他の取引内容等の確認
を求められたときは、これに協力すること

（3）�前各号の場合について、当社から提示、提出または回答の期
限の指定を受けたときは、正当な理由のない限り、期限内の
対応を行うこと

（4）�前各号の確認に対する会員の回答、具体的な取引の内容、会
員の説明およびその他の事情を考慮して、当社がマネー
ローンダリング、テロ資金供与、または経済制裁関係法令等
への抵触のおそれがあると判断した場合には、カード利用
の全部または一部が制限または停止されることがあること

2. �会員は、外国の重要な公的地位を現在もしくは過去に有する
者またはその家族（犯罪収益移転防止法施行令第12�条第3�項
各号に掲げる者であって、以下「外国PEPs」といいます。）に該
当する場合（入会後に該当することとなった場合を含みま
す。）は、その旨およびその国名と職名を直ちに当社へ届け出
るものとします。

3. �会員は、外国為替および外国貿易管理に関する法令等により
一定の手続が必要な場合、当社の要求に応じこの手続を行う
ものとし、または日本国外でのカード利用の全部または一部
の制限または停止に応じるものとします。
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<お問い合わせ・ご相談窓口>
*�商品等のご購入契約についてのお問い合わせ・ご相談は、カード
をご利用になった加盟店にご連絡ください。
*�カード利用代金等のお支払についてのお問い合わせ・ご相談は、
下記の各メンバーシップ・サービス・センターまたはカード裏
面に記載のアメリカン・エキスプレスの連絡先までご連絡くだ
さい。
*�アメリカン・エキスプレスのホームページアドレス：
�https://www.americanexpress.co.jp

「メンバーシップ・サービス・センター」
各メンバーシップ・サービス・センターの名称と電話番号は以下
の通りです。
アメリカン・エキスプレス・ゴールド・カード会員およびアメリ
カン・エキスプレス・スカイ・トラベラー・プレミア・カード会員:
電話:0120-010120
アメリカン・エキスプレス・カード会員およびアメリカン・�
エキスプレス・スカイ・トラベラー・カード会員:
電話0120-020120
アメリカン・エキスプレス・ブルー会員:
電話03-3220-6580

「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」
電話:0120-070979

〒167-8001��東京都杉並区荻窪4丁目30番16号
アメリカン・エキスプレス・インターナショナル・インコーポレ
イテッド（日本支社）

（2020年4月1日改定）

16

Apple_Premium_WP会員規約集_1226.indd   16 2019/12/25   4:19



第 1 条（総則）
1. �本特約はアメリカン・エキスプレスのカード会員規約（以下
「会員規約」といいます）の一部を構成し、カード利用代金等の
支払区分に関する特則を定めるものです。この特約に定める
事項以外は、会員規約が適用されるものとします。

2. �本特約は、次条に定めるペイフレックス登録をされた会員が
ペイフレックスを利用したときに、会員により承諾されたも
のとみなされます。

第 2 条（ペイフレックス登録）
1. �アメリカン・エキスプレス・インターナショナル・インコーポ
レイテッド（日本支社）（以下「当社」といいます）が発行する
カードのうち当社が指定するカードの基本カード会員は、（1）
当社に対して所定の方法で申込みをし、当社が審査の上サー
ビスの利用を認めその旨の利用登録をした場合、または、（2）
あらかじめ当社が審査の上サービスの利用を認めその旨の利
用登録をした場合（ただし、当社は、基本カード会員からかか
るサービスの利用を希望しない旨の申し出があった場合、利
用登録を解除するものとします）、（以下（1）（2）�あわせて「ペ
イフレックス登録」といいます）、本特約および会員規約に従
い、ペイフレックスを利用できるものとします。会員が当社の
発行する複数のカードを貸与されている場合、ペイフレック
ス登録はカードを特定した上で行います。

2. �当社は、必要があると認める場合（カードの再発行等により
カード番号の変更が生じた場合を含む）には、あらかじめ会員
に通知することなく、会員のペイフレックス登録を解除し、ま
たはペイフレックスの利用を一時停止することができるもの
とします。

3. �ペイフレックス登録は、原則として日本国内に住居を有する
会員に限り認められます。また、支払方法として会員指定の支
払口座からの自動振替の方法をとっている場合に限り認めら
れます。会員が、これらの条件を満たさなくなった場合、ペイ
フレックスの登録および利用については当社の指示に従うも
のとします。

4. �会員は、いつでもペイフレックス登録を解除できますが、その
場合には、当社からの請求に基づき、ペイフレックス利用代金
の未決済残高を一括でお支払いいただきます。

第 3 条（ペイフレックスの利用）
1. �ペイフレックスには、次の二つの方式があり、基本カード会員
が事前に選択し登録したいずれか一方の方式のみを利用でき
るものとします。なお、あらかじめ当社がいずれかの方式を指
定して登録しておく場合があります。基本カード会員は、当社
が認めた場合、当社所定の手続により、もう一方の方式に登録
を変更することができますが、従来の登録に基づき変更前に
なされたペイフレックスの利用に影響しません。なお、ペイフ
レックス登録後においては、当社は基本カード会員のEメール
アドレス宛てに、当社が必要と認めた場合、締切日等重要事項
について通知します。
（1）�ペイフレックス（自動リボ変更方式）

会員規約第12条に規定する1回払いの支払区分でなされた

ペイフレックス特約
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会員の加盟店での各カード利用（ただし、加盟店の種類、利
用内容の性質等により当社が対象外とするものを除く。次
号において同じ。）につき、その金額（カード利用代金等が外
貨建てで生じた場合には、会員規約第14条に基づく円換算
金額とします。）があらかじめ基本カード会員が所定の方法
で設定した金額（以下「ペイフレックス設定金額」といいま
す。）を超える場合には、当該利用についてリボルビング払
いの指定があったものとして取り扱う方式をいいます。た
だし、ペイフレックス設定金額を超えるカード利用であっ
ても、その利用金額が単独で、または、ペイフレックス利用
代金の未決済残高があるときにあっては当該未決済残高と
合算した金額が、次条に規定するリボルビング払い利用可
能枠を超える場合は、当該カード利用はペイフレックスの
対象とはなりません。

（2）�ペイフレックスあとリボ（利用後にリボ変更を指定する方式）
会員規約第12条に規定する1回払いの支払区分でなされた
会員の加盟店での各カード利用につき、基本カード会員が、
当社が定める毎月の変更締切日までに所定の方法で支払区
分変更の申出を行い、当社が適当と認めた場合に、リボルビ
ング払いの指定があったものとして取り扱う方式を言いま
す。

第 4 条（リボルビング払い利用可能枠）
1. �当社は、ペイフレックス登録に際して、基本カード会員ごとに
リボルビング払い利用可能枠を設定し、対象カードを特定の
上、所定の方法で基本カード会員に対し通知します。

2. �当社は会員のカード利用状況や信用状況等を勘案し必要と認
める場合には、特段の通知をせず随時リボルビング払い利用
可能枠を増額または減額することができるものとします。た
だし、当社は、基本カード会員から増額を希望しない旨の申出
があった場合は、従前の利用可能枠に戻すものリボルビング
払い利用可能枠は、基本カード会員および家族カード会員の
ペイフレックス利用代金の未決済残高について適用され、会
員は、リボルビング払い利用可能枠を超えない範囲内でペイ
フレックスを利用できるものとします。なお、リボルビング払
い利用可能枠超過の判断は、当社のシステム上で行うものと
し、ペイフレックス利用代金の支払があった場合でも、金融機
関からの情報が当社のシステムに反映されるまでの間は、未
決済と取り扱われることがあります。

3. �本条に基づくリボルビング払い利用可能枠に加え、当社が別
に定めるボーナス一括払い・分割払い特約に基づくボーナス
一括払い・分割払い利用可能枠の設定がされる場合、その総計
は割賦販売法に定める上限を超えないものとします。また、会
員が複数のカードを貸与されている場合において複数のカー
ドにそれぞれ利用可能枠が設定される場合も同様とします。

第 5 条（ペイフレックス利用代金の支払）
1. �ペイフレックス利用代金とは、ペイフレックスの適用に基づ
きリボルビング払いとして扱われるカード利用代金等を言い
ます。基本カード会員は、毎月の締切日におけるペイフレック
ス利用代金の未決済残高に応じて、次条に定める手数料と元
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本との合計額として、別表（1）の弁済額表の中から当社があら
かじめ指定し、基本カード会員に対して通知した方法に基づ
く弁済金（ただし、締切日の残高と手数料との合計額が弁済金
に満たない時はその合計額）を支払うものとします。

2. �前項の規定にかかわらず、毎月の締切日において、ペイフレッ
クス利用代金の未決済合計額が、リボルビング払い利用可能
枠を超過した場合、会員はその超える金額を、当社からの請求
に基づき、前項の弁済金と合わせて、一括払いにより支払って
いただくものとします。

3. �基本カード会員は、毎月の『ご利用代金明細書』を受領後、当社
が定める一定期間内に、別途定める方法に従い当社に申し出
ることにより、当月のペイフレックスにかかる弁済金を増額
することができます。また、会員は、別途定める方法に従い、ペ
イフレックス利用代金に係る債務の全部または一部を随時支
払うことができます。ただし、この場合、会員規約第15条第3項
の定めるところに従い、お支払いいただいた金額が、会員の当
社に対する一切の債務を完済させるに足りないときは、会員
への通知なくして当社が適当と認める順序、方法により、ペイ
フレックス利用代金に係る債務に優先して、他の債務に充当
しても、会員は異議のないものといたします。加盟店でのカー
ド利用が取り消された場合およびその他の場合の調整金額に
ついても同様とします。

4. �基本カード会員は、本条の金額を、会員規約第13条に従い、そ
の他のカード利用代金等とあわせて支払うものとします。

第 6 条（ペイフレックスに係る手数料）
1. �ペイフレックス利用代金については、各明細書作成対象期間
（前月の明細書作成対象日の翌日から当月の明細書作成日ま
での期間）の各日の未決済残高に対して当社が別途定め基本
カード会員に通知する実質年率による手数料を年365日（うる
う年の場合は366日）の日割計算でお支払いいただきます。た
だし、各々の利用につき利用日から起算して最初に到来する
明細書作成日までの期間については、手数料計算の対象とな
りません。

2. �ペイフレックス利用代金に対する手数料、毎月の弁済金の具
体的算定例は別表（2）のとおりです。

3. �当社は、金融情勢の変化その他相当の事由がある場合には、随
時会員に通知することによって、当該手数料率を変更するこ
とができるものとします。変更後の手数料率は、別段の定めが
ない限り、変更日におけるペイフレックス利用代金の未決済
残高および以降の未決済残高に対し適用されるものとしま
す。

第 7 条（支払停止の抗弁）
1. �会員は、ペイフレックスを利用して購入した商品等について
次の事由が存するときは、会員規約第11条第1項にかかわら
ず、その事由が解消されるまでの間、当該事由の存する商品等
について、カード利用代金等の支払を停止することができる
ものとします。
（1）�商品等の引渡しや移転、または役務の提供がなされていな

いこと。
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（2）�商品等に破損、汚損、故障その他の瑕疵（欠陥）があること。
（3）�その他商品等の販売または役務の提供に関して、加盟店に

対して生じている抗弁事由があること。
2. �当社は、会員が前項の支払の停止を行う旨を当社に申し出た
ときは、直ちに所定の手続を取るものとします。

3. �会員は、前項の申出をするときは、あらかじめ上記の事由の解
消のため、加盟店と交渉を行うよう努めるものとします。

4. �会員は、本条第２項の申出をするときは、速やかに上記の事由
を記載した書面（資料がある場合には資料添付のこと。）を当
社に提出するよう努めるものとします。また、当社が上記の事
由について調査する必要があるときは、会員はその調査に協
力するものとします。

5. �本条第1項の規定にかかわらず、次のいずれかに該当するとき
は、支払を停止することはできないものとします。この場合、
カードの利用による取引上の紛議は会員と加盟店とにおいて
解決するものとします。
（1）�カード利用が割賦販売法の適用を受けないとき。
（2）�第1号に該当しない場合であって、売買契約が会員にとっ

て商行為（業務提供誘引販売個人契約または連鎖販売個人
契約に係るものを除く。）であるとき、海外加盟店において
カードを利用したとき等カード利用が割賦販売法第35条
の3の60第1項に該当するとき。

（3）�1回のペイフレックス利用に係る現金価格が3万8千円に満
たないとき。

（4）�会員による支払の停止が信義に反すると認められるとき。
（5）�本条第1項各号の事由が会員の責めに帰すべきとき。
6. �当社がカード利用代金等の残高から本条第１項に基づく支払
の停止に係る代金に相当する額を控除して請求したときは、
会員は控除後のカード利用代金等の支払を継続するものとし
ます。

<別表>　

（1）ペイフレックスにおける残高スライド弁済額表

毎月の締切日におけるペイフレックス
のリボルビング未決済残高（円）

① ②

弁済金（円） 弁済金（円）
100,000以下 3,000 7,000
100,001以上、200,000以下 6,000 14,000
200,001以上、300,000以下 9,000 21,000
以降1,500,000円までは同様に残高10
万円迄増加ごとに 3,000円加算 7,000円加算

1,500,001以上、1,800,000以下 60,000 135,000
1,800,001以上、2,100,000以下 75,000 165,000
2,100,001以上、2,400,000以下 90,000 195,000
2,400,001以上、2,700,000以下 105,000 225,000
2,700,001以上、3,000,000以下 120,000 255,000
*②については新規の提供を中止しています。
*弁済金は元本返済額および手数料金額の合算です。
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（2）�ペイフレックス利用代金およびこれに対する手数料、毎月の
弁済金の具体的算定例は次のとおりです。

手数料率を14.9%、会員規約第13条第3項の支払期日を毎月10�
日、利用残高100,000円に対応する弁済金を3,000円、会員規約第
13条第2項の毎月の締め日を各月20日とします。また、A月20日
のペイフレックス利用代金の未決済残高を100,000円とし、A月
21日から翌B月20日までの間には、新たなカード利用はなかった
ものとします。なお、この間B月10日に弁済金3,000円（A月20日
までの手数料を449円とし、弁済金にはこれが含まれています）
が決済されたとします。　

A月21日からB月20日までの各日の残高、その間の手数料、次回請
求される弁済金は次のようになります。
未決済残高� A月21日からB月9日までの19日間:100,000円
� B月10日からB月20日までの11日間:97,449円
手数料� （100,000円�×�14.9%�×�19日�÷365日）�+�
� （97,449円�×�14.9%�×�11日�÷365日）　=�1,213円
弁済金� 3,000円�
元本充当分� 3,000円�-�1,213円�=�1,787円

<法定書面における用語の表記について>�

*会員規約（特約を含む）、ご利用代金明細書、および登録完了通知
等においては、一般社団法人日本クレジット協会（JCA）が定める
標準用語について、下表のように表記している箇所があります。

リボルビング払い

標準用語
法定書面における表記

会員規約 ご利用代金明細書 登録完了通知

弁済金、各回の
支払金額

毎月の弁済金、
ペイフレックス利
用代金の弁済金

弁済金額、今回
ご請求金額、前
回弁済金額

毎月のご返済金
額、毎月の弁済
金の額

包括信用購入
あっせんの手数
料、リボ手数料

手数料 手数料、利息

実質年率 手数料率 基本手数料率
手数料利率（実質
年率）、基本手数
料率（実質年率）

*�支払停止の抗弁に関する書面（ペイフレックス特約第7条）につ
いては、下記の「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」までご
連絡ください。
「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」
電話：0120-070979

（2020年4月1日改定）
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第 1 条（総則）
1. �本特約は、アメリカン・エキスプレスのカード会員規約（以下
「会員規約」といいます。）の一部を構成し、カード利用代金等
の支払区分に関する特則を定めるものです。この特約に定め
る事項以外は、会員規約が適用されるものとします。

2. �本特約は、次条に定めるボーナス一括払い・分割払い登録をさ
れた会員がボーナス一括払いまたは分割払いを利用したとき
に、会員により承諾されたものとみなされます。

第 2 条（ボーナス一括払い・分割払い登録）
1. �アメリカン・エキスプレス・インターナショナル・インコーポ
レイテッド（日本支社）（以下「当社」といいます）が発行する
カードのうち当社が指定するカードの基本カード会員は、（1）
当社に対して所定の方法で申込みをし、当社が審査の上サー
ビスの利用を認めその旨の利用登録をした場合、または、（2）
あらかじめ当社が審査の上サービスの利用を認めその旨の利
用登録をした場合に（ただし、当社は、基本カード会員からか
かるサービスの利用を希望しない旨の申し出があった場合、
利用登録を解除するものとします。）（以下（1）（2）あわせて
「ボーナス一括払い・分割払い登録」といいます。）、本特約およ
び会員規約に従い、ボーナス一括払い・分割払いを利用できる
ものとします。会員が当社の発行する複数のカードを貸与さ
れている場合、ボーナス一括払い・分割払い登録はカードを特
定した上で行います。

2. �当社は、必要があると認める場合（カードの再発行等により
カード番号の変更が生じた場合を含みます。）には、あらかじ
め会員に通知することなく、会員のボーナス一括払い・分割払
い登録を解除し、またはボーナス一括払いもしくは分割払い
の利用を一時停止することができるものとします。

3. �ボーナス一括払い・分割払いの登録は、原則として日本国内に
住居を有する会員に限り認められます。会員が、海外に転出し
た場合、ボーナス一括払い・分割払い登録およびその利用につ
いては当社の指示に従うものとします。

第 3 条（ボーナス一括払い・分割払いの利用）
会員は、当社の指定する加盟店において、各カード利用の際に当該
支払区分による返済方法を加盟店に指定することで、ボーナス一
括払いおよび分割払いを利用できるものとします。ただし、加盟店
によりボーナス一括払いの取扱期間が異なることがあります。ま
た、当社は、各会員の未決済のボーナス一括払いおよび分割払いの
利用件数を制限することができるものとします。

第 4 条（ボーナス一括払い・分割払い利用可能枠）
1. �当社は、ボーナス一括払い・分割払い登録に際して、基本カー
ド会員ごとにボーナス一括払いおよび分割払いに共通の利用
可能枠を設定し、対象カードを特定の上、所定の方法で基本
カード会員に対し通知します。

2. �当社は、会員のカード利用状況や信用状況等を勘案し必要と
認める場合には、特段の通知をせず随時ボーナス一括払い・分
割払い利用可能枠を増額または減額する事ができるものとし
ます。ただし、当社は、基本カード会員から増額を希望しない

ボーナス一括払い・分割払い特約
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旨の申出があった場合は、従前の利用可能枠に戻すものとし
ます。

3. �ボーナス一括払い・分割払い利用可能枠は、基本カード会員お
よび家族カード会員のボーナス一括払い・分割払い利用代金
の未決済残高について適用され、会員は、ボーナス一括払い・
分割払い利用可能枠を超えない範囲内でボーナス一括払いお
よび分割払いを利用できるものとします。なお、ボーナス一括
払い・分割払い利用可能枠超過の判断は、当社のシステム上で
行うものとし、利用代金の弁済があった場合でも、金融機関か
らの情報が当社のシステムに反映されるまでの間は、未決済
と取り扱われることがあります。

4. �本条に基づくボーナス一括払い・分割払い利用可能枠に加え、
当社が別に定めるペイフレックス特約に基づくリボルビング
払い利用可能枠の設定がされる場合、その総計は割賦販売法に
定める上限を超えないものとします。また、会員が複数のカー
ドを貸与されている場合において複数のカードにそれぞれ利
用可能枠が設定される場合も同様とします。

第 5 条（カード利用代金等の支払の特則）
1. �会員がボーナス一括払いを利用したカード利用代金等は、毎
年8月または1月の約定支払日に一括で支払うものとします。
ただし、締日との関係で翌月または翌々月の約定支払日とな
ることがあります。ボーナス一括払いの利用には手数料はか
かりません。

2. �分割払いを利用した場合のカード利用代金等の合計は、ご利
用代金に別表（１）による分割払手数料を加算した金額となり
ます。また、分割支払金は分割支払金合計を支払回数で除した
金額（1円単位の端数は最終回算入）となります。分割払いの支
払回数、実質年率、計算方法は別表のとおりとします。ただし、
金融情勢の変化その他相当の事由があるときは、当社は、あら
かじめ会員に通知することによって、当該手数料を変更でき
るものとします。また、加盟店により指定できない支払回数が
あります。

3. �前項の規定にかかわらず、毎月の締切日において、ボーナス一
括払いおよび分割払いのご利用代金が、理由の如何を問わず、
ボーナス一括払い・分割払い利用可能枠を超過した場合には、
基本カード会員は、その超える金額を一括払いにより支払っ
ていただくものとします。

4. �基本カード会員は、当社が別途定める方法に従い、分割払いに
係る債務を一括して返済することができます。この場合、当社
は、当社所定の計算方法により算出された期限未到来の分割
払手数料の請求をせず、基本カード会員は、残元本に相当する
額を当社に支払うものとします。

5. �基本カード会員は、本条の金額を、会員規約第13条に従い、そ
の他のカード利用代金等とあわせて支払うものとします。

第 6 条（遅延損害金の特則）
ボーナス一括払いまたは分割払いの場合の遅延損害金は、会員規
約第15条第1項にかかわらず、残元金に対し法定利率を乗じた額
を超えないものとします。
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第 7 条（支払停止の抗弁）
1. �会員はボーナス一括払い・分割払いを利用して購入した商品
等について次の事由が存するときは、会員規約第11条第1項に
かかわらず、その事由が解消されるまでの間、当該事由の存す
る商品等について、カード利用代金等の支払を停止すること
ができるものとします。
（1）�商品等の引渡しや移転、または役務の提供がなされていな

いこと。
（2）�商品等に破損、汚損、故障その他の瑕疵（欠陥）があること。
（3）�その他商品等の販売または役務の提供に関して加盟店に対

して生じている抗弁事由があること。
2. �当社は、会員が前項の支払の停止を行う旨を当社に申し出た
ときは、直ちに所定の手続を取るものとします。

3. �会員は、前項の申出をするときは、あらかじめ上記の事由の解
消のため、加盟店と交渉を行うよう努めるものとします。

4. �会員は、本条第２項の申出をするときは、速やかに上記の事由
を記載した書面（資料がある場合には資料添付のこと。）を当
社に提出するよう努めるものとします。また、当社が上記の事
由について調査する必要があるときは、会員はその調査に協
力するものとします。

5. �本条第1項の規定にかかわらず、次のいずれかに該当するとき
は、支払を停止することはできないものとします。この場合、
カードの利用による取引上の紛議は会員と加盟店とにおいて
解決するものとします。
（1）�カード利用が割賦販売法の適用を受けないとき。
（2）�第1号に該当しない場合であって、売買契約が会員にとっ

て商行為（業務提供誘引販売個人契約または連鎖販売個人
契約に係るものを除く）であるとき、海外加盟店において
カードを利用したときなどカード利用が割賦販売法第35
条の3の60�第1項に該当するとき。

（3）�ボーナス一括払い・分割払いで利用した1回のカード利用
に係る支払総額が４万円に満たないとき。

（4）�会員による支払の停止が信義に反すると認められるとき。
（5）�第１項各号の事由が会員の責めに帰すべきとき。
6. �当社がカード利用代金等の残高から本条第１項に基づく支払
の停止に係る代金に相当する額を控除して請求したときは、
会員は控除後のカード利用代金等の支払を継続するものとし
ます。

<別表>

（1）分割払いのお支払回数、お支払期間、手数料率について
支払回数 3 5 6 9 10 12 15 18 20 24

支払期間（月） 3 5 6 9 10 12 15 18 20 24
実質年率（%） 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9
利用代金100円
当たりの分割払
手数料の額（円）

2.49 3.76 4.39 6.31 6.96 8.25 10.22 12.21 13.55 16.25

*上記分割払いお支払回数ごとの手数料額は、ご利用代金100円
当たりの分割手数料額を小数点以下2位まで示しており、実際に
お支払いいただく金額は、端数処理により、下記お支払例とは若
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干異なることがあります。

（2）分割払いのお支払例
利用代金100,000円、10回払いの場合
①分割払手数料　100,000円　×　（6.96÷100円）　=　6,960円
②分割支払金合計　100,000円　+　6,960円　=　106,960円
③分割支払額　106,960円　÷　10回　=　10,696円

<法定書面における用語の表記について>�

*会員規約（特約を含む）、ご利用代金明細書、および登録完了通知
等においては、一般社団法人日本クレジット協会（JCA）が定める標
準用語について、下表のように表記している箇所があります。

ボーナス一括払い・分割払い

標準用語
法定書面における表記

会員規約 ご利用代金明細書 登録完了通知

現金価格、利用
金額

加盟店でのカード
利用代金、カード利
用代金、利用代金

ご利用分、元本
分ご請求額

支払総額 分割支払金合計

支払期間 お支払い期間 お支払い期間 支払い期間

支払回数、分割
回数

分割払いの支払回
数、お支払い回数

支払分の支払回
数、お支払回数

お支払回数（分
割払い）

支払分、分割支払
額、分割支払金、
各回の支払金額

今回お支払金額
（お支払月額）、
今月ご請求額

包括信用購入
あっせんの手数
料/分割払手数料

手数料 手数料、手数料
ご請求額

実質年率 手数料率 年利率、手数料率 分割払い手数料�
率（実質年率）

*�支払停止の抗弁に関する書面（ボーナス一括払い・分割払い特約
第7条）については、下記の「アメリカン・エキスプレスお客様相
談室」までご連絡ください。
「アメリカン・エキスプレスお客様相談室」
電話：0120-070979

（2020年4月1日改定）
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本同意条項および重要事項は、アメリカン･エキスプレスのカード
会員規約（以下「本規約」といいます）の一部を構成します。

第 1 条（個人情報の収集・保有・利用、提供）
1. �会員および入会申込者（以下「会員等」という。）は、当社が本規
約に基づく取引（申込みを含む。以下「本契約」という。）を含む
会員等との取引の与信判断および与信後の管理（支払い延滞
時の督促および債権譲渡を含む。）ならびに付帯サービスの提
供等を目的とし、以下の個人情報を当社が保護措置を講じた
上で収集・保有・利用することに同意するものとします。
（1）�所定の申込書等に会員等が記載した会員等の氏名、年齢、生

年月日、住所、電話番号、Eメールアドレスその他の連絡先、
勤務先、家族情報、住居状況等（変更の届出があったものを
含む。）

（2）�本契約に関する申込日、契約日、商品名、契約額、支払回数、
加盟店での利用に関する情報

（3）�本契約に関する支払開始後の利用残高、月々の返済状況
（4）�本契約に関する会員等の支払能力を調査するためまたは支

払途上における支払能力を調査するため、会員等が申告し
た会員等の資産、負債、収入、支出、当社が収集したクレジッ
ト利用履歴および過去の返済状況

（5）�犯罪による収益の移転防止に関する法律で定める本人確認
書類等の記載事項、および、会員等が当社に提出した収入証
明書類等の記載事項

（6）�当社または業務委託先が収集した転居先、勤務先、電話番号
等の連絡先情報および適法に交付を受けた会員等の住民
票、戸籍謄抄本等の情報

（7）�官報・電話帳等一般に公開されている情報
（8）�その他会員等から申告を受け、またはお問合せにより当社

が知りえた情報（会員等との間の会話録音による音声情報
を含む。）

2. �会員等は、前項に定めるもののほか以下各号の目的のため、当
社が個人情報を利用することに同意するものとします。当社
の具体的事業に関しては当社ホームページに掲載してありま
す。
（1）�クレジット・カードの基本的機能および付帯サービス等の

提供
（2）�クレジット・カードに関する加盟店との連絡および加盟店

管理のため
（3）�当社、関連会社または加盟店の事業に関する、郵便、電話、E

メール等の方法による営業案内
（4）�当社または関連会社、提携会社の金融商品・サービス等の

販売・勧誘
（5）�当社が代理店として各保険会社・共済の委託を受けて行う

各社の損害保険、生命保険、共済およびこれらに付帯・関連
するサービス等の提供のため

（6）�当社の事業における市場調査、統計作成、商品開発
（7）�お申込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供

するサービスの手配およびそれらのサービスの受領のため
の手続

（8）�各種お問合せ・ご要望に対する対応、サービス向上、および

個人情報の取り扱いに関する同意条項および重要事項
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当社からの連絡のため（支払請求に関する連絡を含む。）
（9）�当社の法律上の権利行使または義務履行のため
（10）�その他、対象となる会員等から別途同意を頂いた目的
3. �会員等は、当社が、本条第1項および第2項の目的のため、本条
第1項（1）から（8）までの個人情報を、以下の者との間で共同し
て利用することに同意するものとします。これらの情報は、当
社から以下の者に対し提供され、また場合により以下の者か
ら当社に対して提供されることがあります。これらの情報の
管理についての責任は、当社が有するものとします。
（1）�当社が財務・事業の方針の決定を直接間接に支配する会社、

ならびに、当社の財務・事業の方針の決定を直接間接に支
配している会社、およびかかる会社の共通の支配に服する
会社

（2）�カード面に名称またはロゴマークが付された提携会社
4. �会員等は、以下の場合に、当社が本条第1項（1）および（8）のう
ち目的達成に必要最小限の個人情報をそれぞれ以下に記載の
者に対して提供し、提供先が利用することに同意するものと
します。
（1）�会員等の依頼に基づく旅行の手配などのために、運送・宿

泊機関等および手配代行者（必要な場合に限る。）に対し、個
人情報を電磁的方法等で送付することにより提供する場合

（2）�会員等の依頼に基づくクレジット・カードの付帯サービス
（レストランの予約・ポイントの利用等）の提供のため、サー
ビス提供会社に対し個人情報を提供する場合

5. �本条第２項（3）（4）による同意を得た範囲内で当社が会員等の
個人情報を利用、提供している場合であっても、中止の申出が
あった場合は、それ以降当社での利用、他社への提供を中止す
る措置をとるものとします。ただし、カードおよびご利用代金
明細書に同封される営業案内等の発送はこの限りではありま
せん。

6. �会員等は、会員等のＥメールアドレスに関して、当社が、不正
利用対策を目的として、外国にある提供先に提出し、当該提供
先が有する不正検知システムに照合すること、および、当該提
供先により、不正利用対策を目的として、当該不正検知システ
ム内に保有され、利用されることに同意するものとします。

第 2 条（個人信用情報機関の利用および登録）
1. �会員等（ただし、本条においては家族カード会員を除く。）は、
当社が利用・登録する個人信用情報機関について、次の事項に
同意するものとします。
（1）�当社が、会員等との与信取引上の判断のために、当社が加盟

する個人信用情報機関（個人の支払能力・返済能力に関す
る情報の収集および加盟会員に対する当該情報の提供を業
とする者をいい、�以下「加盟信用情報機関」という。）および
当該機関と提携する個人信用情報機関（以下「提携信用情報
機関」という。）に照会し、会員等の個人情報が登録されてい
る場合には、それを利用すること。ただし、加盟信用情報機
関および提携信用情報機関に登録されている個人の支払能
力・返済能力に関する情報については、関連法令に基づき、
支払能力・返済能力の調査以外の目的に利用しないものと
します。
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（2）�別表に定める登録情報（会員等に係る本人を特定するため
の情報および本契約に関する客観的な取引事実）が、加盟信
用情報機関に別表に定める期間登録されること、ならびに、
登録された情報が加盟信用情報機関および提携信用情報機
関の加盟会員により、会員等の支払能力・返済能力に関す
る調査のために利用されること。

（3）�前号により、加盟信用情報機関に登録されている個人情報
について、その正確性・最新性の維持、苦情処理、加盟会員
に対する規制遵守状況のモニタリング等、加盟信用情報機
関における個人情報の保護と適正な利用確保のために必要
な範囲内において、加盟信用情報機関および提携信用情報
機関ならびにその加盟会員によって相互に提供または利用
されること。

2. �当社が加盟する個人信用情報機関の名称、連絡先等および登
録される情報とその期間は別表をご覧ください。また、当社が
契約期間中に新たに個人信用情報機関に加盟し、当該機関に
照会・登録する場合には、別途書面等の方法により会員等に通
知の上、法令等に基づき所定の対応を行うものとします。

第 3 条（情報の開示、訂正・削除）
1. �会員等は、当社および加盟信用情報機関に対して、個人情報保
護に関する法律の定めるところに従い所定の方法により、自
己に関する個人情報を開示するよう請求することができま
す。
（1）�当社に開示を求める場合は、本同意条項および重要事項末

尾に記載のお問い合わせ先にご連絡ください。
（2）�個人信用情報機関に開示を求める場合は、別表記載の各個

人信用情報機関にご連絡ください。
2. �万一、個人情報の内容が事実でないことが判明した場合には、
当社は速やかに訂正または削除に応じるものとします。

第 4 条（不同意の場合）
当社は、会員等が入会の申込みに必要な事項の記載を希望しない
場合、または本同意条項および重要事項に定める個人情報の取扱
いの全部または一部を承認しない場合、入会を断りまたは退会手
続を取ることがあります。ただし、第1条第2項（3）（4）の取扱いを
承認しない場合は、この限りではありません。

第 5 条（契約の不成立および会員資格取消・退会の場合）
1. �本契約が不成立の場合であっても、入会申込みをした事実は、
第1条および第2条第1項（2）に基づき、不成立の理由の如何を
問わず、一定期間利用されますが、それ以外に利用されること
はありません。

2. �当社は、カードの表面または裏面に刻印されているカード有
効期間の経過、退会、会員資格取消等により会員資格を喪失し
た後においても、第1条第1項および第2項（9）ならびに第2条
第1項に定める目的で、法令等または当社が定める所定の期
間、個人情報を保有し、利用します。
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第 6 条（条項の変更）
本同意条項および重要事項は、当社所定の手続により、法律上認
められる範囲内で変更できるものとします。

<別表>

加盟信用情報機関の名称・連絡先等
名称：�株式会社�シー・アイ・シー　（貸金業法・割賦販売法に基

づく指定信用情報機関）
住所：�〒160-8375　東京都新宿区西新宿1-23-7新宿ファースト

ウエスト15階
電話番号：��0570-666-414
ホームページアドレス：��https://www.cic.co.jp

名称：�株式会社�日本信用情報機構（貸金業法に基づく指定信用情
報機関）

住所：�〒110-0014　東京都台東区北上野1-10-14住友不動産上
野ビル5号館

電話番号：�0570-055-955
ホームページアドレス：�https://www.jicc.co.jp

提携信用情報機関の名称・連絡先等
名称：�全国銀行個人信用情報センター
住所：�〒100-8216　東京都千代田区丸の内1-3-1
電話番号：03-3214-5020
ホームページアドレス：�https://www.zenginkyo.or.jp/pcic/
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登録情報および登録期間

当社が登録する情報は、氏名、生年月日、性別、住所、電話番号、勤
務先、運転免許証の番号、本人確認書類の記号番号等の本人情報、
契約日、契約の種類、入金日、契約額、極度額、支払回数、利用残高、
完済予定年月日、支払状況（解約、完済等の事実を含む。）等、その
他各加盟信用情報機関が定める情報となります。

登録情報
登録信用情報機関と登録期間

株式会社シー・アイ・シー 株式会社日本信用情報機構
（1）氏名、生年月日、性
別、住所、電話番号、勤
務先、運転免許証の番
号、本人確認書類の記号
番号等の本人情報

左欄（2）（3）（4）の登録情報のいずれかが登録され
ている期間

（2）本契約に係る申込み
をした事実

�当社が照会した日から6
か月間�

�当社が照会した日から6
か月以内

（3）本契約に係る客観的
な取引事実

�契約期間中および契約終
了後（完済していない場
合は完済後）５年以内

�契約継続中および契約終
了後５年以内（ただし、債
権譲渡の事実に係る情報
については当該事実の発
生日から１年以内）

（4）債務の支払を延滞し
た事実

�契約期間中および契約終
了後（完済していない場
合は完済後）５年間

�契約期間中および契約終
了後（完済していない場
合は完済後）５年以内

<お問い合わせ・ご相談窓口>
*個人情報に関する開示・訂正・削除や利用・提供中止の申出、そ
の他お問合せは、下記の各メンバーシップ・サービス・センター
またはカード裏面に記載のアメリカン・エキスプレスの連絡先
までお願いします。

「メンバーシップ・サービス・センター」
各メンバーシップ・サービス・センターの名称と電話番号は以下
のとおりです。
アメリカン・エキスプレス・ゴールド・カード会員およびアメリカ
ン・エキスプレス・スカイ・トラベラー・プレミア・カード会員:
電話:0120-010120
アメリカン・エキスプレス・カード会員およびアメリカン・エキ
スプレス・スカイ・トラベラー・カード会員:
電話:0120-020120
アメリカン・エキスプレス・ブルー会員:
電話:03-3220-6580

*�アメリカン・エキスプレスのホームページアドレス:
�https://www.americanexpress.co.jp

（2020年4月1日改定）
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ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・
Edy カード一体型特約

第１条 （ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・
　　　Edyカード一体型カード会員）
1.　�本特約、ANAアメリカン・エキスプレス提携カード会員特約、アメリカ
ン・エキスプレスのカード会員規約（以下「会員規約」といいます）お
よび楽天Edyサービス利用約款、その他アメリカン・エキスプレス・イ
ンターナショナル,��I�nc.（以下「当社」といいます）と全日本空輸株式
会社（以下「ANA」といいます）が提携して作成した特約等を承認の
上、直接またはANAを通じて当社に入会を申し込み、当社が入会を
認めた方を�ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・Edyカード一体
型カード会員（以下「本一体型カード会員」といいます）といいます。

2.　�本特約は、楽天Edy株式会社（日本国内における電子マネー「楽
天Edy」の管理運営会社）が発行する電子マネー「楽天Edy」に
より楽天Edy株式会社が提供する楽天Edyサービスに関して規
定するもので、会員による楽天Edyサービスの利用には、本特約
および楽天Edyサービス利用約款が適用されます。

3.　�会員による楽天Edyサービスの利用については、旅行傷害保険、
ショッピング・プロテクション等、ANAアメリカン・エキスプレス
提携カードに提供されるサービスの適用はありません。

第２条（ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・
　　　 Edyカード一体型カード）
1.　�ANAアメリカン・エキスプレス提携カード・Edyカード一体型カー
ド（以下「本一体型カード」）とは、会員が本特約および楽天
Edyサービス利用約款にしたがってEdyを記録し使用するため
に必要な機能を備えた非接触ICカードで、かつ当社がANAと
提携して発行するクレジットカードをいいます。

2.　�会員は、善良なる管理者の注意をもって本一体型カードを使用
し、管理するものとします。

第３条（本一体型カードの紛失、盗難等）
本一体型カードの紛失、盗難により、本一体型カードに記録された未
使用のEdyに紛失または第三者による不正使用等の損害が生じた場
合でも、当社、ANAおよび楽天Edy株式会社は責任を負わず、すべて
会員の負担とします。
第４条（本一体型カード再発行時および退会時の Edy の取り扱い）
1.　�会員は会員規約第９条またはその他の理由に基づき新しい本一体
型カードが発行された場合、および会員規約第１０条に基づき退会
する場合において、それまで使用していた本一体型カードに記録さ
れた未使用のEdyがあるときには当該未使用のEdyを使いきるま
での間、当該本一体型カードを破棄しないことができるものとしま
す。ただし、新たにEdyを購入し、当該本一体型カードにEdyを記
録することはできないものとします。

2.　�前項の規定にかかわらず、当社が本一体型カードの返却を求めた
場合は、会員は直ちに当該本一体型カードを当社に返却するものと
します。

3.　�会員がEdyの記録されたカードを破棄、もしくは返却した場合、会員
がそのEdyの一切の使用権を放棄したものとして当社および楽天
Edy株式会社が取り扱うことに異議なく承諾するものとします。

4.　�会員および当社は、会員のクレジットカード利用による支払債
務に、Edy未使用残高を充当することはできないものとします。

第５条（責任の権限）
当社は、本一体型カードを利用できないことにより会員に生じた不
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利益または損害について、一切の責任を負わないものとします。
第６条（本特約の改定）
1.　�当社は、次の各号に該当する場合には、本特約の変更の効力発生時
期を定め、本特約を変更する旨、変更後の内容および効力発生時期
を、当社のウェブサイトへ掲載するほか、必要があるときは基本カー
ド会員に通知する方法その他の相当な方法により周知することによっ
て、本特約を改定することができます。なお、第2号に該当する場合
には、当社は、定めた効力発生時期が到来するまでに、当社のウェブ
サイトへの掲載等を行うものとします。
（１）��改定の内容が会員の一般の利益に適合するとき
（２）��改定の内容が本契約に係る取引の目的に反せず、改定の

必要性、改定後の内容の相当性その他の変更に係る事情
に照らし、合理的なものであるとき

2.　�当社は、前項に基づくほか、あらかじめ変更後の内容を当社の
ウェブページに掲載する方法により基本カード会員に周知した
上で（必要があるときには、これに加え基本カード会員に通知
する方法その他相当な方法での周知を行うこととします。）、本
特約を変更することができるものとします。この場合、かかる周
知の後に会員がEdyを購入または使用したことをもって、変更
に対する承諾の意思表示とし、当該意思表示をもって当該会
員に対し変更後の本特約が適用されるものとします。かかる通
知の後に家族カード会員がEdyを購入または使用した場合に
おいても、基本カード会員は改定後の特約に拘束されるものと
します。

以上

（2020 年 4月1日改定）

※��「楽天 Edy（ラクテンエディ）」は、楽天グループのプリペイド型
電子マネーサービスです。
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第１条 （規約の目的） 
1.　�この規約は、アメリカン･エキスプレス･インターナショナル,� Inc.日

本支社（以下「当社」といいます）が全日本空輸株式会社（以下
「ANA」といいます）と提携して発行するカードに関して、当社が企
画･運営する「ANAアメリカン・エキスプレス提携カード�−�メンバー
シップ･リワード･プログラム」（以下「当プログラム」といいます）
において会員に提供される特典･便益の内容および会員がこの特典･
便益を受けるための条件を規定するものです。当プログラムの対象
カードには当社が企画・運営する「アメリカン・エキスプレス・カー
ド�メンバーシップ・リワード・プログラム」は適用されません。

2.　�当社は、必要あると認めたときは、いつでもこの規約を変更
することができるものとします。

第２条 （対象カードおよび対象会員） 
1.　�当プログラムの対象となるカードは、当社またはその関連会社
が日本国内で発行するアメリカン･エキスプレスのカードのう
ち、この規約の末尾の別表に掲げられたカードとします（以下
「対象カード」といいます）。

2.　�当プログラムにおいて提供される特典･便益は、この規約に定
めるところにより、対象カードの利用額に応じて当該カードの基
本カード会員に対して与えられます。

第３条 （当プログラムの特典 ･ 便益） 
当社は、対象カードの利用額に応じて次条に従い与えられるポイ
ントにより交換できる特典･便益を随時設定・変更できるものとし、
これを対象カードの基本カード会員に対し随時通知または公表し
ます。�
第４条 （ポイントの付与・失効） 
1.　�各対象カード（対象カードについて追加のカードが発行されてい
るときは当該追加のカードを含みます。）の各利用毎に、当該利
用金額に応じて別表に規定するポイントが当該利用額を当社が
処理した日の属するプログラム年度分として当該基本カード会員
の対象カードに累積されます。付与されたポイントは当社に属す
るものとし、会員はポイントについて所有権を有するものではあ
りません。

2.　�前項のポイントの対象となるカード利用額には、対象カードによる
物品･サービスの購入の代金（延べ払い方式、ボーナス払い方式
等の支払方法の如何を問いません。）を含みます。ただし、次の
ものは含まれません。
（1）遅延損害金�
（2）銀行口座自動振替決済の場合の引落し不能手数料
（3）リボルビング払いにおける手数料
（4）�対象カードの年会費、および第９条の「ポイント移行コース」

参加費
（5）�Edyへのチャージおよび楽天Edyサービスの利用額
（6）�当社が指定する特定の加盟店での利用代金、その他、　当

社が特に定める利用代金および手数料
3.　�各プログラム年度とは、原則として対象カードの基本カード会
員がそのカード会員資格を取得した月の当社が定める日およ
びその翌暦年以降の各暦年の応当日を起算日とする各１年間
の期間をいいます。

4.　�各プログラム年度において累積したポイントの一部を特典･便益

ANAアメリカン・エキスプレス提携カード
メンバーシップ･リワード･プログラム会員規約
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に交換した結果、年度末においてポイントが残存する場合、当
該ポイントは、翌々プログラム年度の末日までこれを特典･便益
に交換することができるものとし、翌々プログラム年度の末日ま
でにその全部または一部が特典･便益に交換されなかったとき
は、その残存するポイントは同日において失効するものとします。

5.　��前項の規定に拘らず、第９条第２項に定める「ポイント移行コー
ス」に登録している会員はその登録期間中、ならびに、ANAア
メリカン・エキスプレス・ゴールド・カード、ANAアメリカン・エキ
スプレス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カード、ANAアメリカ
ン・エキスプレス・プレミアム・カードおよびANAアメリカン・エキ
スプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カード会員はその会
員資格を有している期間中の残存ポイントについては、失効し
ないものとします。なお、会員が(1)第９条第２項に定める「ポ
イント移行コース」の登録を取り消した場合、または(2)ANAア
メリカン・エキスプレス・ゴールド・カード会員、ANAアメリカン・
エキスプレス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カード会員、ANA
アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員、ANAアメリカ
ン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カード会員
がANAアメリカン・エキスプレス・カードに切り替えて、「ポイン
ト移行コース」を選択しなかった場合、その時点で特典・便益
に交換可能なポイントについて、(1)の場合は当該取り消し日、
(2)の場合は当該切り替え日の属するプログラム年度に獲得さ
れたものとして、前項の規定を適用します。

6.　��本条のポイント算定の対象となった利用額について、物品･サー
ビスの購入の取消等により利用額の調整があった場合、当該調
整に応じその時点のポイントの累積残高の調整を行います。

第５条 （ポイントの合算） 
会員が基本カード会員として２枚以上の対象カードを保有する場
合および、対象カード以外のアメリカン・エキスプレスのカードを
保有する場合のいずれにおいても、ポイントを合算することはでき
ません。
第６条 （ポイント数の告知） 
1.　�当社は基本カード会員に対し、対象カードの利用額の各月の
請求書において、当該請求書の締め日の直近のポイント集計
日現在の対象カードに係るポイントの状況を示します。

2.　�基本カード会員は、当社のウェブサイトから何時でも対象カー
ドに係るポイントの状況を照会することができます。

第７条 （ポイントの特典 ･ 便益への交換） 
1.　�この規約に基づき特典･便益への交換が可能なポイント数を
保有する基本カード会員は、当該ポイントの全部または一部を
使用して特典･便益への交換を当社に対して申し出ることがで
きます。ただし、基本カード会員の当社に対する支払債務に延
滞がある場合、この申し出を行うことはできないものとします。�

2.　�前項の申し出に際し、基本カード会員は、当該申し出の日にお
いて有効な特典･便益の中から希望するものを指定するものと
します。ただし、事情により基本カード会員の希望する特典･便
益が提供できないときは、基本カード会員は他の特典･便益を
希望し、または、前項の申し出を撤回することができます。基本
カード会員から当社に対して特典･便益への交換の申し出が
あった場合、当社は会員の登録Eメールアドレス宛てに申し込
み確認のメールを発信することがあります。
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3.　��前項ただし書に規定する場合を除き、本条第１項の申し出の変
更、取消または撤回をすることはできないものとします。また前
２項の申し出により受け取った特典･便益を他の特典･便益と
取り替えることはできません。

4.　��当プログラムに基づく特典･便益として提供された物品･サービス
の瑕疵または当該物品･サービスの提供に際して生じた事故に関
するクレームは、会員と当該物品･サービスを提供した当プログラ
ムの参加加盟店との間で処理するものとし、当社はこれについて一
切責任を負いません。

5.　�ポイントの特典･便益への交換（第９条に基づくANAマイレー
ジクラブへのポイントの移行を含みます。）があった場合、当該
ポイントの交換、交換した特典･便益の利用その他会員の当プ
ログラムへの参加に関する事項について当社およびその関連会
社は会員その他の者に対して免責されるものとします。

6.　�当プログラムの下で与えられるポイントまたはこれにより受ける
特典･便益について租税公課が課せられる場合、当該租税公
課は会員の負担といたします。

7.　�当プログラムに基づく特典･便益として提供される物品･サービ
ス（第９条に基づき、ANAが提供する特典・便益を含みます。）
については、旅行傷害保険、ショッピング･プロテクション等、
カードの利用に通常付帯する特典･便益の適用はありません。

8.　�当社が、当プログラムに基づく特典･便益として提供される物品・
サービス（第８条のリワード・クーポンを含む）を会員の登録住
所宛てに発送したにもかかわらず、会員の受理不能等の理由に
より会員に届けることができない場合、当社は6ヶ月間保管の後、
これを処分することができるものとします。この場合、当該交換
に使用したポイントが再び有効となることはありません。

第８条 （リワード ･ クーポン） 
1.　�前条の申し出において、会員がその希望する特典･便益として
参加加盟店より物品･サービスの提供を無償で受けることので
きるリワード･クーポンを選択した場合、会員は当該クーポンに
記載する有効期間中に当該クーポンに記載する指示に従ってこ
れを使用するものとします。リワード･クーポンを紛失した場合
または有効期間の満了その他の事由によりリワード･クーポン
が失効した場合、当社はこれについて一切責任を負いません。

2.　�会員がリワード･クーポンに記載する範囲を超えて参加加盟店
の物品･サービスを購入した場合、その代金は会員と当該参加
加盟店との間で精算するものとします。

第９条 （ANAマイレージクラブへのポイント移行） 
１．��対象カードの基本カード会員は、この規約に基づき特典･便

益への交換が可能なポイントの全部または一部を、本条に定
めるところに従い、ANAの提供するマイレージプログラム（以下
「ANAマイレージクラブ」といいます）に移行することができま
す。

2.　��ANAマイレージクラブへのポイント移行にあたっては、当社所定
の様式にて事前に申し出ることにより「ポイント移行コース」に
登録し、参加費として毎年6,000円+消費税を当社からの請求
に従い通常のカード利用代金と同様に当社に支払うものとしま
す。お支払いいただいた参加費はポイント移行の有無にかかわら
ず、また登録期間中に登録の取り消しがあった場合でも一切お
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返しできません。当該登録は登録完了の日から１年間有効とし、
期間中対象カードの基本カード会員はANAマイレージクラブに
ポイントを移行することができます。期間終了後は会員から申し
出がない限り自動更新とし、以上と同様とします。以上の規定に
かかわらず、ANAアメリカン・エキスプレス・ゴールド・カード、
ANAアメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カー
ド、ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードおよびANA
アメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カー
ド会員については登録および参加費を要しないものとします。

3.　�前項の登録の日如何に拘らず、当該登録日までに累積したポイント
で、この規約に基づき特典･便益に交換可能なものは、ANAマイレー
ジクラブに移行することができます。

4.　�会員は、ANAマイレージクラブに関する規約を遵守するものと
します。ANAマイレージクラブについてANAが会費等を課す場
合、会員がこれを負担するものとします。本条により移行された
ポイント並びに当該プログラムのその他の事項についてのANA
の行為については、当社は一切責任を負いません。

5.　�この規約に基づき特典･便益への交換可能なポイントをANAマ
イレージクラブに移行する場合、この規約およびANAマイレー
ジクラブの規約に従って行うものとします。当該ポイントの移行
は1,000ポイント単位とし、移行は1日1回、1日の移行の上限
は999,000ポイントとし、その申し出は当社所定の手続きに
従って行っていただきます。1ポイントはANAマイレージクラブ
の1マイルに換算されるものとします。一旦ANAマイレージクラ
ブに移行されたポイントは、当プログラムのポイントに戻すこと
はできません。

第１０条 （会員資格の終了） 
1.　�各対象カードの基本カード会員の会員資格が事由の如何に拘
らず終了した場合（当社または当社の関連会社が国内外を問わ
ず発行するカードへの切り替えを含む）、その時点までに当該
カードについて累積したポイントはその時点において失効する
ものとします。

2.　�前項に拘らず、基本カード会員の対象カードが他の対象カード
に切り替えられた場合、切り替え前の対象カードについて累積
したポイントは切り替え後の対象カードのポイントとして引続
き有効とします。

第１１条 （当プログラムの中止等） 
1.　�当社は、その事業上の必要により、何時でも当プログラムの
全部または一部を中止することができるものとします。この場
合、当社はその適当と認める方法により予めその旨基本カード
会員に通知いたします。

2.　�この規約に基づき交換できる特典･便益の内容は、当社の裁量によ
り何時でもこれを変更することができるものとします。

3.　�第９条に定める「ポイント移行コース」の参加費のほか、当社は、
必要と認めるときは、プログラム年会費等の支払いを当プログラ
ムへの参加の条件とすることができるものとします。

第１２条 （ポイントに係る紛議等） 
1.　�この規約の下で与えられる対象カードのポイントは当該対象カー
ドの基本カード会員に限って与えられるものであり、これを他の
会員その他の者に譲渡することはできません。

2.　��対象カードのポイントは金銭的な価値を有するものではなく、
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この規約に従って特典･便益と交換するために使用されるほか、
如何なる場合も、当社はこれを買い取ったり、またはこれを見
返りに支払いをすることはありません。

3.　�当プログラムへの参加資格、ポイントの有効性、有効なポイント数、
またはANAマイレージクラブへのポイントの移行に関する疑義その
他、当プログラムの運営に関して生ずる疑義は、当社の裁量により
決するところによるものとします。

4.　�当プログラムへの参加またはその利用に際して基本カード会員
またはその追加のカード会員に不正または不当な行為があった
ときは、当社は何時でも当該基本カード会員の当プログラムへ
の参加資格を取り消すことができるものとし、この場合、その
取消の時までに累積したポイントはすべて失効するものとしま
す。

5.　�この規約に明示するもののほか、当社は当プログラムの運営に
関して基本カード会員その他の者に対し何らの責任を負うもの
ではないものとします。

6.　�当プログラムの運営に関して当社がこの規約の条項に従った処
理を怠った場合においても、当該条項の効力に何ら影響する
ものではなく、当該条項は引き続きそのまま効力を有するもの
とします。

（2014.10月現在）

アメリカン･エキスプレス･インターナショナル，Inc.
東京都杉並区荻窪４丁目30 番16号

※��「楽天 Edy（ラクテンエディ）」は、楽天グループのプリペイド型
電子マネーサービスです。
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（別表）
対象カード
●ANAアメリカン・エキスプレス・カード
●ANAアメリカン・エキスプレス・ゴールド・カード
●�ANAアメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カード
●�ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード
●�ANAアメリカン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カード

ポイントの付与

原則（以下の場合
を除く） 利用金額100 円につき1ポイント

ANA
ANAセールス
ANA 商事
での各利用金額

ANAアメリカン・エキスプレス・カードの場合
●�1.5倍
カード利用金額100円につき1ポイントの通常ポイントに、カー
ド利用金額200円につき1ポイントのボーナスポイント
��＊���利用金額100 円につき1ポイントとなる一部店舗・サービスがあります。

ANAアメリカン・エキスプレス・ゴールド・カードおよびANAアメリカ
ン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・ゴールド・カードの場合
●�2倍
カード利用金額100円につき1ポイントの通常ポイントに、カー
ド利用金額100円につき1ポイントのボーナスポイント
��＊�利用金額100 円につき1ポイントとなる一部店舗・サービスがあります。

ANA�アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードおよびANA�アメリ
カン・エキスプレス・スーパーフライヤーズ・プレミアム・カードの場合
●�2 .5倍
カード利用金額100円につき1ポイントの通常ポイントに、カー
ド利用金額200円につき3ポイントのボーナスポイント
��＊�利用金額100 円につき1ポイントとなる一部店舗・サービスがあります。

当社が指定する
特定の加盟店で
の各利用金額

利用金額200円につき1ポイント

①

②

③
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第１条（目的）
本約款は楽天 Edy 株式会社（以下「当社」といいます。）が提供す
る電子マネー「Edy」に関して規定するものです。利用者が「Edy」
を使用する場合には本約款が適用されます。
第２条（定義）
本約款において使用する語句の定義は、次のとおりとします。
● Edy
当社所定の方式で利用者に発行する円単位の金額についての電
子的情報であって、本約款に基づき利用者が商品等の代金の支
払に使用することができる前払式支払手段である「楽天 Edy」
及び「Edy」

●楽天 Edy オンライン
当社が別に定める約款に基づきEdy の発行、使用、付与、移
動及び Edyを贈ることを目的として、利用者のEdyを記録する
ために割り当てられる当社所定のサーバー上のアカウント

●楽天 Edy サービス
Edy の発行、Edy の購入情報及び残高情報の管理に加え、利用
者が加盟店から商品等の販売又は提供を受ける場合において、
当該商品等の代金の全部又は一部の支払いとして Edyを使用し
たときには、使用された Edy に相当する代金額と同額の金額を
当社が加盟店に対して支払うサービス

● Edyカード
利用者が本約款に従って Edyを記録し使用するために必要な機
能を備えた非接触 ICカード等

● Edy 携帯電話
Edyを利用するために必要な機能を備えることができる携帯端末
（携帯電話を含む。）の種類であって、当社が Edyを利用するこ
とができると認定したもの

●楽天 Edyアプリ
当社所定のアプリケーションであり、当該アプリケーションがイ
ンストールされた Edy 携帯電話によりEdy の使用が可能となる
もの

● Edy 番号
Edy カードに記載される番号であって、当該 Edy カードに記録
されるEdy及び Edy による取引を特定するために割り当てられ
る１６桁の数字

●楽天 Edyマーク及び Edyマーク
Edy カードであることを認識するために Edy カード券面に表示
され、また加盟店標識として使用される楽天 Edy サービスのマー
ク

●利用者
Edyカードによって Edyを利用する方

●加盟店
当社のEdy の取扱いに関する加盟店契約により、商品等の販売
及び提供に係る代金の支払いについて利用者が Edyを使用する
ことができる事業者

●商品等
利用者が販売又は提供を受ける物品、サービス、ソフトウェア、
デジタルコンテンツ及び権利等

● Edy 端末
商品等の購入又は提供の代金の支払いについて利用者が Edy

楽天 Edy サービス利用約款
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を使用するために必要となる機器であって、加盟店又はその指
定する場所に設置される端末機器

● Edy チャージャー
利用者が本約款第６条によりEdy の発行を受けることのできる
端末機器

●パーソナルリーダ・ライタ
インターネットを介して利用者がEdyの発行を受ける際又はイン
ターネットを通じて購入若しくは提供を受ける商品等の代金の支
払いに Edyを使用する際に必要となる端末機器（その他の機器
に内蔵される端末機器も含む。）

●提携会社
当社からEdy の発行に関する事務の委託を受け、当社から利
用者に対するEdy の発行に関する事務を履行する事業者

第３条（楽天 Edy サービスの利用）
１.　�利用者は、当社が発行するEdy の使用について、本約款を遵

守してください。
２.　�利用者は、楽天 Edy マーク及び Edy マークを掲示した加盟

店で、商品等の購入又は提供の代金の支払いに Edyを使用
することができます。

第４条（パーソナルリーダ・ライタの取扱い）
１.　�利用者は、インターネットを利用した取引において Edy の使

用を希望する場合、別途パーソナルリーダ・ライタを利用者の
費用により入手してください。

２.　�利用者は、パーソナルリーダ・ライタを、利用者が使用する機
器（以下「パーソナルリーダ・ライタ接続機器」といいます。）
に当社所定の方法に従い使用してください。なお、機器の種
類によっては、パーソナルリーダ・ライタの使用ができない場
合がありますので、事前にご確認ください。

第５条（Edy の取扱い）
１.　�利用者は、違法、不正又は公序良俗に反する目的で Edyを使

用することはできず、かつ、営利目的に Edy、Edy カード又
はパーソナルリーダ・ライタを使用してはなりません。

２.　�利用者は、対価の有無を問わず、いかなる第三者へもEdy（利
用者が保有するか否かは問いません）、Edy カード及び Edy
携帯電話の譲渡、貸与、移転及び担保提供その他の一切の
処分をすることはできません。

３.　�利用者は、対価の有無を問わず、いかなる第三者からもEdy（楽
天 Edy オンライン、Edyカード若しくは Edy 携帯電話に保有
されるかは問わず、かつ、当該第三者が保有するか否かは問
いません）、Edy カード及び Edy 携帯電話の譲渡、貸与、移
転及び担保提供その他の一切の処分を受けることはできませ
ん。

４.　�前２項にかかわらず、本約款に定める方法その他の当社が問
題ないと判断する方法で行う場合、または、楽天 Edyアプリ
のインストールされていない若しくはアンインストールが完全
に実施された Edy 携帯電話の場合についてはこの限りではあ
りません。

５.　�利用者が Edy カード１枚に記録することのできるEdy の上限
は、Edy カードに記載されている金額とします。利用者は、
上限の範囲内であれば何度でも、本約款に基づき当社から
Edy の発行を受け、Edyカードに記録することができます。
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６.　�Edy の未使用残高は、Edy 端末、パーソナルリーダ・ライタ
接続機器又は Edy チャージャー等の画面に表示させる方法に
より確認することができます。

７.　�利用者は、Edy、Edy カード又はパーソナルリーダ・ライタの
破壊、分解又は解析等を行ってはならないものとし、理由の
いかんにかかわらず Edy の複製を試みたり、そのような行為
に加担及び協力してはなりません。

第６条（Edy の発行）
１.　�利用者は、Edy の発行を希望するときは、当社所定の方法に

より手続を行います。
２.　�Edy が利用者のEdyカードに記録された時点をもって、利用

者に対しEdy が発行されます。
３.　�１回に発行されるEdy の額は、金２５，０００円相当を限度と

し、かつ、利用者は、当社所定の金額単位でのみ発行を受け
ることができます。

４.　�利用者が支払うEdy の発行対価は、利用者から当社に対し、
提携会社を通じて支払われます。

５.　�利用者は、当社又は提携会社所定の時間内に限り、Edy の発
行を受けることができます。ただし、停電、機械故障、シス
テム保守点検、偽造その他安全管理上やむを得ない事由によ
り、Edy の発行が中止されることがあり、この場合、利用者
は異議を述べません。

第７条（Edy の使用）
１.　�利用者は、商品等を購入し又は提供を受ける際に、Edyカー

ドに記録された Edyを使用して、加盟店に当該商品等の代金
を支払うことができます。ただし、加盟店により、一部の商
品等については、その代金の支払いには使用できない場合が
あります。

２.　�利用者が加盟店の店頭において商品等の代金をEdyで支払
う場合には、当該加盟店において当該商品等の代金額が Edy
端末に入力された後、利用者は、EdyカードをEdy 端末の定
められた部分に触れさせることにより（加盟店に代行させる場
合を含み、以下同様とします。）商品等の代金額に相当する
Edyを Edy 端末に移転させ、当該加盟店に対する商品等の
代金を支払います。この場合、Edy 端末に支払いが完了した
旨の表示がされたときに、利用者のEdyカードから加盟店の
Edy 端末に対するEdy の移転が完了し、これにより当該 Edy
相当額の金銭の加盟店に対する引渡しと同様の効果が発生し
ます。なお、商品等の代金額及び使用後の Edy の残高が
Edy 端末に表示されますので、利用者は、その表示された内
容に誤りがないかどうか、ご確認いただき、誤りがあった場
合には、速やかに当該加盟店に対してお申し出ください。

3.　�利用者が加盟店に対し、インターネットを通じて Edy により商
品等の代金を支払う場合には、利用者は、当社及び加盟店所
定の方法に従い加盟店に当該代金を支払います。この場合、
当社は、利用者が当社及び加盟店所定の方法に従うことで、
加盟店に代わって利用者のEdyカードから商品等の代金額に
相当するEdyを差し引いて当社に当該代金額に相当するEdy
を移転させます。利用者と加盟店との間における商品等の提
供に関する契約は、当社へのEdy の移転の時に成立し、同時
に商品等の代金の支払いが完了するものとします。
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４.　�利用者は、本条第２項の場合において、Edy が正常に移転す
るまで、EdyカードをEdy 端末の定められた部分に触れさせ
てください。EdyカードをEdy 端末の定められた部分に触れ
させたにもかかわらず、Edy が正常に移転しなかった場合、
利用者は、加盟店の指示に従ってください。

５.　�利用者は、Edy により加盟店から購入又は提供を受けた商品
等の瑕疵、欠陥、その他利用者と加盟店との間に生じる取引
上の一切の問題については、利用者と加盟店との間で解決し
ます。

６.　�当社は、利用者と加盟店との間に生じた問題について、責め
を負わないものとします。

第８条（Edy 使用後の取扱い）
前条に定めるEdy の移転後、利用者と加盟店の間におけるEdy 移
転の原因となる商品等の購入又は提供に係る取引の無効が判明
し、又は、当該取引の取消し、解除が行われた場合であっても、
利用者は、当社及び当該加盟店に対して当該 Edy の移転の無効又
は取消しを求めることはできません。この場合、利用者と当該加
盟店との間の精算は、現金等により行われます。
第９条（楽天 Edy サービスの利用中止等）
１.　�当社が次のいずれかに該当すると認定した場合には、利用者

に予告することなく楽天 Edy サービスの利用を全面的に又は
部分的に中止することがあります。
（１）��Edy カード若しくはこれに記録された Edy（利用者の保

有か否かを問わない）が偽造、変造若しくは不正作出さ
れたとき、又はその疑いのあるとき

（２）��Edy（利用者の保有か否かを問わない）が不正使用され
たとき又はその疑いのあるとき

（３）��Edy カード若しくはパーソナルリーダ・ライタの破損、電
磁的影響その他の事由によりEdy が破壊及び消失したと
き又は楽天 Edy サービスに関するシステムの障害その他
の事由によりEdy 端末が使用不能となったとき

（４）��楽天 Edy サービスに関するシステムを管理運用する会社
の休業日、休業時間又は保守管理その他の事由により
楽天 Edy サービスに関するシステムの全部又は一部を休
止するとき

（５）��利用者によるEdy の使用が本約款に違反し、又は、違
反するおそれのあるとき

（６）��利用者によるEdyカード又はパーソナルリーダ・ライタの
利用が本約款に違反し、又は、違反するおそれのあると
き

（７）��その他やむを得ない事由が生じたとき
２.　�前項の楽天 Edy サービスの全部又は一部の利用中止により、

利用者に不利益又は損害が生じた場合でも、当社の故意又は
重過失による場合を除き、当社はその責任を負いません。

３.　�利用者は、Edy カード又はこれに記録された Edy が、偽造、
変造又は不正作出されたものであることを知ったときは、Edy
カード又は Edyを使用できません。この場合、利用者は当社
に対して当社所定の方法によりその旨を直ちに通知するととも
に、偽造、変造又は不正作出された Edyカード又は Edyを当
社所定の方法により当社に提出します。

第１０条（Edy カード又は Edy 携帯電話の管理）
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１.　�利用者は、自己の責任において Edy カード又は Edy 携帯電
話を厳重に管理、保管するものとし、Edyカード及び Edy 携
帯電話の盗難、紛失等が起きないよう注意するものとします。

２.　�Edyカード又は Edy携帯電話の紛失、盗難等が発生した場合、
利用者は、当社所定の手続に従って当社までご連絡ください。
利用者が本条に基づく当社へのご連絡を行わなかった場合、
Edyカード又は Edy 携帯電話の紛失、盗難等により利用者に
生じた損害（不正利用による損害を含む。）については、利用
者にご負担いただくものとします。

第１１条（Edy に生じた事故）
１.　�Edy カードに記録された Edy が、Edyカードの破損、電磁的

影響その他の事由により破壊され又は消失した場合、利用者
は当社所定の方法により申請することとします。

２.　�当社は、前項の申請に基づいて未使用のまま破壊又は消失さ
れた Edy の金額を当社所定の方法で確認し、これによって未
使用のまま破壊又は消失された Edy に相当する金額を当社が
確認できた場合には、当社所定の方法でその金額を利用者
に返還します。

第１２条（Edy の払戻し）
１.　�Edy の払戻しは、前条第２項、本条、第１８条及び第２０条に

定める場合又は当社が特に認める場合を除き、行うことがで
きません。

２.　�当社の都合により楽天 Edy サービスを全面的に終了する場合
には、利用者は、当社に対して Edy の払戻しを申し出ること
ができます。この場合、当社は、当社所定の場所において当
社所定の方法により、利用者のEdyカードに記録された未使
用のEdy の金額を確認し、その金額の払戻しを行います。な
お、払戻しを実施した Edyカードは、以後 Edyカードとして
使用することはできません。

３.　�当社は、払戻しを求める利用者が正当な Edyカードの所持者
であることが確認できない場合又は未使用のEdy の金額を
確認できない場合は、払戻しの申し出を断ることができます。

４.　�第２項に定める場合を除き、Edy の払戻しを行う場合には、
当社所定の払戻手数料を申し受けることがあります。

第１３条（Edy カードの返却）
１.　�利用者は、Edyカードに付帯する個別のサービスの有効期間

満了その他の理由により、当該カードをカードの発行会社に
返却する場合には、Edyカードに記録された Edyを使い切り、
当該 Edy カードの発行会社の指示に従い当該 Edy カードの
返却を行います。

２.　�前項の場合において、Edyを使い切ることなく、Edy が記録
された状態のEdyカードを当該 Edyカードの発行会社に返却
した場合には、利用者は、当該 Edy の使用権を放棄したもの
として取り扱われることを、あらかじめ同意します。

第１４条（特典等の扱い）
利用者は、ポイントサービスや割引サービス等を提供する事業者（以
下「ポイント事業者等」といいます。）が利用者との約定に基づき
Edyと関連して独自のサービスを提供するにあたり、ポイント事業
者等及び当社が別途定める事由により利用者に当該サービスに付
随して付与される特典等が付与されない場合があることにあらかじ
め同意します。
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第１５条（個人情報の取扱い）
当社は、本約款に基づく取引において、原則として、利用者の個人
情報（個人情報の保護に関する法律（平成１５年５月３０日法律第
５７号。その後の改正を含む。）第２条第１項に定義する個人情報
をいい、以下「個人情報」といいます。）を取得しません。ただし、
当社は、払戻しの手続を行うに当たり、利用者の住所、氏名その
他の情報を取得することがあります。この場合、当社は、取得した
情報を払戻しの手続及びこれに関する問い合わせのためにのみ利
用することとし、また善良なる管理者としての注意をもって当該情
報を管理します。
第１６条（Edy 使用情報の取得等）
利用者は、当社が楽天 Edy サービスを運営する上で取得した Edy
の使用履歴情報が当社に帰属することに同意し、当社がそれらの
情報を利用者個人を特定することなく利用すること及び第三者に対
してこれらの情報を提供することにあらかじめ同意します。ただし、
当該情報が個人情報に該当する場合には、同法及びこれに基づく
政令、ガイドライン等並びに当社の社内規程の定めに従い、かか
る情報を取り扱うこととします。
第１７条（調査）
１.　�当社は、Edy の安全性を高める目的及び当社が不適当と判断

するEdy の使用を防止する目的等のために調査、情報の取得
を行うことがあります。

２.　�利用者は、当社が前項の目的のため利用者におけるEdy の使
用状況について調査、情報の取得を行い、法令等に基づく場
合又は捜査機関、税務署その他国の機関からの要請その他
当社が必要と認める第三者に当該情報を開示する場合がある
ことにあらかじめ同意します。ただし、当該情報が個人情報
に該当する場合には、同法及びこれに基づく政令、ガイドラ
イン等並びに当社の社内規程の定めに従い、かかる情報を取
り扱うこととします。

第１８条（利用資格の取消し）
当社は、利用者が以下の各号のいずれかに該当したときは、直ち
に当該利用者の楽天 Edy サービスの利用資格を取り消すことがで
きます。この場合、当社は、事前の通知催告を要せず、当該利用
者に対し楽天 Edy サービスの利用を中止することができるものと
し、利用者はこれを異議なく承諾するものとします。
（１）本約款に違反した場合
（２）�反社会的勢力である又はその疑いがあると当社が判断した場

合
（３）�楽天 Edy サービスの利用に関し、自ら又は第三者を利用して

脅迫的な言動をし、又は暴力を用いたとき、若しくは風説を
流布し、偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を毀損し、
又は当社の業務を妨害した場合

（４）�楽天 Edy サービスが犯罪に利用されている又は利用された疑
いがあると当社が判断した場合

（５）�その他利用者の楽天 Edy サービスの利用状況等から、楽天
Edy サービスの利用者として不適格と当社が判断した場合

第１９条（加盟店及び商品等）
１.　�当社と加盟店との加盟店契約の締結及び終了等の事由によ

り、加盟店の数が増減することがあります。
２.　�当社と加盟店は、販売又は提供に係る代金について Edyを
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使用することのできない商品等を個別に追加、変更すること
ができます。

第２０条（楽天 Edy サービスの終了等）
１.　�当社は、社会情勢の変化、法令の改廃、又は当社の都合等

その他の事由により、楽天 Edy サービスの取扱いを全面的に
終了することがあり、この場合、当社は、利用者に対して当
社所定の方法で事前に通知します。

２.　�利用者は、前項の通知を受けたときは速やかに、未使用の
Edy について第１２条による払戻しの手続を行います。

第２１条（制限責任）
楽天 Edy サービスを利用することができないことにより利用者に
生じた不利益又は損害については、当社はその責任を負いません。
ただし、当該不利益又は損害が当社の故意又は重過失にもとづく
場合を除きます。なお、逸失利益、機会損失については、当社は
責任を負いません。
第２２条（約款の変更）
１.　�当社は、次の各号に該当する場合には、本約款の変更の効力

発生時期を定め、本約款を変更する旨、変更後の内容および
効力発生時期を、当社のウェブサイトへ掲載するほか、必要
があるときは利用者に通知する方法その他の相当な方法によ
り周知することによって、本約款を改定することができます。
なお、第2号に該当する場合には、当社は、定めた効力発生
時期が到来するまでに、当社のウェブサイトへの掲載等を行
うものとします。
（１）��改定の内容が利用者の一般の利益に適合するとき
（２）��改定の内容が本契約に係る取引の目的に反せず、改定の

必要性、改定後の内容の相当性その他の変更に係る事情
に照らし、合理的なものであるとき

2.　�当社は、前項に基づくほか、あらかじめ変更後の内容を当社
のウェブページに掲載する方法により利用者に周知した上で�
（必要があるときには、これに加え利用者に通知する方法その
他相当な方法での周知を行うこととします。）、本約款を変更す
ることができるものとします。この場合、かかる周知の後に、
利用者が Edy の発行を受け又は Edyを使用したこともって、
変更に対する承諾の意思表示とし、当該意思表示をもって当
該利用者に対し変更後の本約款が適用されるものとします。

第２３条（合意管轄裁判所）
利用者は、本約款に基づく取引に関して万一当社との間に紛争が
生じた場合、当社の本店の所在地を管轄する簡易裁判所又は地方
裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とすることに同意します。

（Edy 携帯電話特約）

第２４条（目的）
利用者が Edy 携帯電話で「Edy」を使用する場合には、Edy 携帯
電話特約（以下、「本特約」）が適用されます。なお、本特約に定
めのない事項については、本約款の「Edyカード」を「Edy 携帯電
話」と読み替えて適用するものとしますが、本約款の定めに対して
本特約の定めが優先して適用されます。
第２５条（Edy 携帯電話のご利用準備）
１.　�利用者は、ご自身の費用と負担によって Edy 携帯電話を入手

し、携帯電話及び PHS 等の電気通信サービスを提供する電
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気通信事業者（以下「携帯電話事業者」といいます。）との間
で必要となる通信サービス契約（以下「通信サービス契約」と
いいます。）の締結等のEdy 携帯電話を用いて Edyを使用す
るために必要な環境を整えてください。

2.　�Edy 携帯電話の品質又は瑕疵その他 Edy 携帯電話に関する
事項については、利用者は、当該 Edy 携帯電話の製造元、
販売元又は携帯電話事業者等との間でこれを解決してくださ
い。当社は、当社の責めに帰すべき場合を除き、責任を負わ
ないこととします。

3.　�利用者は、Edy 携帯電話で Edy の使用を可能にするための機
器操作を、当社所定の手続及び手順に従い、利用者ご自身で
機器操作を行ってください。Edy 携帯電話の機器操作を含む
使用状況等によっては、利用者は Edy 携帯電話で Edy の使用
ができない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

第２６条（利用者による Edy 携帯電話での Edy 使用の中止）
１.　�利用者は、Edy 携帯電話の買い替えなど当該携帯電話の使用

を中止する場合には、Edy 携帯電話で Edy の使用を中止にす
るための機器操作を、当社所定の手続及び手順に従い、利用
者ご自身で機器操作を行ってください。

2.　�前項の場合、当社は、Edy の未使用残高の払戻しはいたしま
せんので、Edy の未使用残高がある場合には、利用者は、こ
れを全部ご使用になってから、当社所定の手続及び手順に従
い、Edy 携帯電話で Edy の使用を中止にするための機器操作
を行ってください。Edyを使い切ることなく、Edy 携帯電話で
Edy の使用を中止にするための機器操作を行った場合には、
利用者は、当該 Edy の使用権を放棄したものとして取り扱わ
れる場合があることを、あらかじめ同意します。

3.　�前項によるEdy 携帯電話で Edy の使用を中止にするための機
器操作を繰り返し行った場合には、第２５条第３項によりEdy
携帯電話で Edy の使用ができなくなることがありますので、利
用者は、あらかじめご了承の上、前項のEdy 携帯電話で Edy
の使用を中止するための機器操作を行ってください。

第２７条（Edy 携帯電話に関する通信サービス契約の解約）
利用者は、携帯電話事業者との間で通信サービス契約を終了した
場合には、Edy 携帯電話を用いて楽天 Edy サービスの全部又は一
部の利用ができなくなることにあらかじめ同意します。

以上
（2020 年 4月1日版）

【お問合せ・ご相談窓口】
本約款に関するお問合せは、以下の連絡先までご連絡ください。
楽天 Edy 株式会社
東京都世田谷区玉川一丁目１４番１号
TEL：０５７０−０８１−９９９
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補償を受けられる人（被保険者）
この保険の補償を受けられるのは、カード会員ご本人様および配偶者様、カード会員と
生計を共にするご家族（※）となります。
補償内容や条件につきましては、基本カード会員様、家族カード会員様、また国内旅行
と海外旅行とで異なりますのでご注意ください。

補償される場合
（国内旅行の場合）
国内を旅行中（※１）における、カードでチケットなどをご購入の公共交通乗用具（※２）に搭
乗中の事故、ご予約の上、カードで宿泊料金をお支払いになる旨をお伝えになった宿泊
施設での宿泊中の火災・爆発による事故、またはカードで購入された宿泊を伴う募集型
企画旅行に参加中の事故によって傷害を受けられた場合に補償されます。
（※１）旅行中とは
宿泊旅行の目的で、自宅を出発される前にホテル・旅館などの宿泊施設への予約を行っ
た場合をいいます。ただし、日帰り旅行や宿泊施設に事前予約をされない場合でも、
カードで公共交通乗用具のチケットをご購入いただいた場合、ご搭乗中の事故につい
ては、補償の対象になります。以下のような場合は旅行とはみなされません。
・通勤、通学中の事故
・日常生活範囲内での買い物や遊興目的の外出中など、旅行を目的としない外出中の事故など
（※２）公共交通乗用具とは
国内旅行傷害保険における公共交通乗用具とは、航空法、鉄道事業法、海上運送法に基づ
き、それぞれの事業を行う機関によって運行される航空機、電車、船舶などをいいます。
また、以下のものは公共交通乗用具のチケット料金となりません。
・�電子マネーのチャージ代・デポジット代、プリペイドカード購入費、空港利用税、航空券の発
券手数料、航空券の消費税、航空機の座席指定手数料、ラウンジ利用料、タクシー代　など。

（海外旅行の場合）
海外旅行を目的にご住居（日本国内）を出発されたときから、ご住居にお戻りになるま
での間で、かつ、日本を出国する前日の午前0時から日本に入国した翌日の午後12時
（24時）までの間の旅行期間を補償します。ただし、日本を出国した翌日から90日後の
午後12時（24時）を限度とします。
※��基本カード会員ご本人様の傷害死亡・後遺障害保険金額は最高1億円です。保険金額が
１億円となるのは、ご旅行前に日本国内にてANAアメリカン・エキスプレス・プレミア
ム・カードで日本出入国のために時刻表に基づいて運行される国際航空機または国際
船舶のチケットやパッケージ・ツアーの料金をお支払いになられた場合（また、日本国
内でのカードによる購入がなくても、出国後に海外で初めて、時刻表に基づいて運行さ
れる被保険者の公共交通乗用具のチケットの料金をカード会員がカードでお支払いに
なった場合も、その購入のときから上記補償期間終了までの間）に適用されます。前記
条件を満たさない場合には、傷害死亡・後遺障害保険金額は最高5千万円となります。

※��家族カード会員ご本人様の傷害死亡・後遺障害保険金額は最高1億円です。ご旅行前
に日本国内にてANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードで日本出入国
のために時刻表に基づいて運行される国際航空機または国際船舶のチケットやパッ
ケージ・ツアーの料金をお支払いになられた場合（また、日本国内でのカードによる
購入がなくても、出国後に海外で初めて、時刻表に基づいて運行される被保険者の公
共交通乗用具のチケットの料金をカード会員がカードでお支払いになった場合も、
その購入のときから上記補償期間終了までの間）に適用されます。前記条件を満たさ
ない場合には、補償が適用されませんのでご留意ください。

※��会員の配偶者様、生計を共にするご親族の方は、他のカードの補償の有無にかかわら
ず、傷害死亡・後遺障害保険金額最高1,000万円までとなります。

※公共交通乗用具およびチケット料金の定義は国内旅行の場合と同様です。
※��当カードの「傷害死亡･後遺障害保険金」は、同様の保険が付帯された他のカードをお持ちの
場合、これらのカードの中で最も高い保険金額を限度に按分して支払われます。

※��本内容は、概要を説明したものです。実際の補償の適用の可否は、普通保険約款及
び特約の規定に基づきます。

事故にあわれたら
※��事故の日から遅滞なく下記通知先までご通知ください。

＜国内での事故通知先＞　
アメリカン・エキスプレス・保険ホットライン
0120-234586（通話料無料/9:00〜17:00/土日祝休）
� （書類のご返送先／引受保険会社内）
� 〒164-8608　東京都中野区中野4-10-2
� 中野セントラルパークサウス５階
� 損害保険ジャパン日本興亜株式会社
� 本店専門保険金サービス部

旅行傷害保険補償規定
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保険金の種類
旅行金˞

　ΛカードͰܾࡁしない場合

本カード会員ج 本カード会員ج
のごՈ　˞

Ոカード会員 Ոカード会員
のごՈ　˞

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

補償なし

0001ߴ࠷ສԁ

0001ߴ࠷ສԁ

0005ߴ࠷ສԁ

1旅行த100ߴ࠷ສԁ

保険ؒظத1ߴ࠷000ສԁ

0005ߴ࠷ສԁ 0001ߴ࠷ສԁ

傷害ࢮ・ޙҨো害保険金

ೖӃ保険金

खज़保険金

௨Ӄ保険金

傷害ࢮ・ޙҨো害保険金

傷害ྍ࣏අ用保険金

࣬පྍ࣏අ用保険金

ഛ償責任保険金

携行損害保険金
（໔責金額�000ԁ年ؒݶ100ສԁ）

ԉऀඅ用保険金ٹ

国内旅行

海外旅行

保険金の種類
旅行金˞

　ΛカードͰܾࡁした場合

本カード会員ج Ոカード会員ج本カード会員
のごՈ˞

　

Ոカード会員
のごՈ˞

　

1ԯԁߴ࠷ 0001ߴ࠷ສԁ

額5000ԁ

20ສԁߴ࠷

額�000ԁ

0001ߴ࠷ສԁ

0001ߴ࠷ສԁ

0005ߴ࠷ສԁ

1旅行த100ߴ࠷ສԁ

保険ؒظத1ߴ࠷000ສԁ

1ԯԁߴ࠷ 0001ߴ࠷ສԁ

1ԯԁߴ࠷ 0001ߴ࠷ສԁ 1ԯԁߴ࠷ 0001ߴ࠷ສԁ

傷害ࢮ・ޙҨো害保険金

ೖӃ保険金

खज़保険金

௨Ӄ保険金

傷害ࢮ・ޙҨো害保険金

傷害ྍ࣏අ用保険金

࣬පྍ࣏අ用保険金

ഛ償責任保険金

携行損害保険金
（໔責金額�000ԁ年ؒݶ100ສԁ）

ԉऀඅ用保険金ٹ

国内旅行

海外旅行

※�ご家族とは、カード会員の配偶者、カード会員と生計を共にするお子様・ご両親など
の親族をさします。親族とは6親等以内の血族、3親等以内の姻族の方をいいます。
なお、カード会員様のお子様・ご両親などがお勤めされている場合、生計を共にする
家族とならない場合があります。
※�旅行代金とは、国内旅行の場合、公共交通乗用具、宿泊料金、宿泊を伴う募集型企画
旅行（パッケージ・ツアー）の料金をいいます。海外旅行の場合、日本出入国のために
時刻表に基づいて運行される国際航空機または国際船舶のチケットやパッケージ・ツ
アーの料金をいいます。

旅行傷害保険の保険金の種類と保険金額に関して
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保険金の種類

国
内
旅
行

海
外
旅
行
（
補
償
の
対
象
と
な
る
海
外
旅
行
の
期
間
は
最
長
90
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

保険金をお支払いする場合 お支払いする保険金

傷害死亡保険金

傷害後遺障害
保険金

傷害死亡保険金

傷害治療費用
保険金

傷害後遺障害保険金

急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因で事故の日から
その日を含めて 180 日以内に死亡された場合。

急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因で事故の日から
その日を含めて 180 日以内に身体の一部を失ったり、または
その機能に重大な障害が残った場合。

入院保険金
急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因で事故の日から
その日を含めて 7 日経過後においてもなお入院保険金の支払
いを受けるべき状態にある場合。

手術保険金 入院保険金をお支払いする場合で、その傷害の治療のため
に手術を受けられた場合。

通院保険金
急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因で事故の日から
その日を含めて 7 日経過後においてもなおその事故の直接の
結果として、平常の生活または業務に従事することに支障が生
じ、かつ通院した場合。

海外旅行中の急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因で
事故の日からその日を含めて 180 日以内に死亡された場合。

海外旅行中の急激かつ偶然な外来の事故による傷害が原因
で事故の日からその日を含めて 180 日以内に身体の一部を
失ったり、またはその機能に重大な障害が残った場合。

海外旅行中の急激かつ偶然な外来の事故による傷害のため
医師の治療を受けられた場合。

① 海外旅行中または旅行終了後 72 時間以内に発病し、かつ
医師の治療を開始された場合。ただし旅行終了後に発病
された場合は旅行中に原因が発生したものに限ります。

② 海外旅行中に感染した以下の特定の伝染病（コレラ、ペス
ト、天然痘、発疹チフス、ラッサ熱、マラリア、回帰熱、
黄熱、重症急性呼吸器症候群、エボラ出血熱、クリミア・
コンゴ出血熱、マールブルグ病、コクシジオイデス症、デ
ング熱、顎口虫病、ウエストナイル熱、リッサウイルス感
染症、腎症候性出血熱、ハンタウイルス肺症候群、高病
原性鳥インフルエンザ、ニパウイルス感染症、赤痢、ダニ
媒介性脳炎、腸チフス、リフトバレー熱、レプトスピラ症）
のために旅行終了後 30 日以内に医師の治療を開始された
場合。

海外旅行中に誤って他人を死傷させたり、他人の財物（レンタ
ル業者から被保険者が賃借した旅行用品を含みます）を壊し
たため、法律上の賠償責任を負った場合。なお、会員が所有・
使用または管理している物の損害に関する損害賠償責任はお
支払いできませんが、以下の場合はお支払いします。

（イ） ホテルの客室ならびに客室内の動産（ただし、被保険者
の居住施設内を除く）

（ロ） 住居など居住施設内の部屋ならびに部屋内の動産（た
だし、被保険者の居住施設内を除く）

（ハ） レンタル業者から契約者または被保険者が直接借用した
旅行用品または生活用品

海外旅行中に被保険者が所有し携行する身の回り品（カメラ、
宝石、衣類など）が盗難、破損、火災などの偶然な事故によ
り損害を受けた場合。

（注）現金、小切手、クレジットカード、コンタクト・レンズ、各
種書類稿本、設計書、図案、帳簿その他これに準ずる物などは
対象となりません。

海外旅行中に
①急激かつ偶然な外来の事故により遭難（行方不明を含み
ます）された場合。ただし被保険者の生死が確認できた後
に発生した費用は対象になりません。②傷害により、事故の
日からその日を含めて 180 日以内に死亡または 7 日以上継
続して入院された場合。③病気により死亡された場合。④発
病した病気がもとで旅行終了後その日を含めて 30 日以内に
死亡された場合。ただし旅行中に医師の治療を開始および
継続して受けていた場合に限ります。⑤発病し医師の治療を
受け 7 日以上継続して入院された場合。

死 亡 保 険 金 額 全額を被保険者の法定相続人にお支払いします。
（ 注 ）  死 亡 保 険 金と後遺障害保険金は重複してお支払いしますが、支

払 保険 金 の総額は傷害死亡・後遺障害保険金額をもって限度とします。

後遺障害の程度 に応じて、後遺障害保険金額の 3％〜100％をお支払いします。
傷害後遺障害保 険金額×３〜１００％＝傷害後遺障害保険金の額

（注）ただし、保 険期間を通じて合算し傷害後遺障害保険金額が限度となります。

事故の日からそ の日を含めて 180 日以内の入院日数 1 日につき、1 日目の
入院からご契約 の入院保険金日額をお支払いします。自宅療養でも次のよ
うな状態の場合 には入院に準ずる様態とみなし、入院保険金日額をお支
払いします。
●両目の矯正視 力が 0.06 以下になっているとき。
●言葉が全く喋 れないとき。
●咀しゃくが 全 くできないとき。　　　　　　　　　　　　　　など

入 院 保 険 金 日 額に手術の種類に応じて定めた倍率（10 倍・20 倍・40 倍）
を乗じた額をお 支払いします。

事 故の日からそ の日を含めて 180 日以内の通院（往診を含みます）日数 1 日
につき、1 日目の 通院から 90 日を限度としてご契約の通院保険金日額をお支
払いします。ただ し、平常の生活または業務に従事することに支障がない程度
になおったとき以 降の通院に対しては、通院保険金をお支払いしません。

死 亡 保 険 金 額 全額を被保険者の法定相続人にお支払いします。
（注） 死亡保険金 と後遺障害保険金は重複してお支払いしますが、支払保険金

の 総 額 は 傷害死亡・後遺障害保険金額をもって限度とします。

後遺障害の程度 に応じて、後遺障害保険金額の 3％〜100％をお支払いします。
傷害後遺障害保 険金額×３〜１００％＝傷害後遺障害保険金の額

（注）ただし、保 険期間を通じて合算し傷害後遺障害保険金額が限度となります。

1 回 の 事 故・病 気につき、事故の日（疾病の場合は医師の治療を開始した日）
からその日を含め て 180 日間に要した次の費用のうち現実に支出し、かつ引受
保険会社が妥当 と認めた金額を傷害・疾病治療費用保険金限度額の範囲内
でお支払いしま す。
①治療・入院関 係費など②入院または通院のための交通費③入院により必要
となった国際 通 信費・身の回り品購入費（20 万円を限度とします。ただし、
身の回り品購入 費については 5 万円限度）。

（注 1） 日 本 国 内で治療を受けられたとき、自己負担額として被保険者が医
療 機 関 に直接支払う費用をお支払いします。

（注 2） 海 外 で 治療を受けられたとき、被保険者が医療機関に直接支払う費
用 を お 支払いします。

（注 3） 日本国内 で治療を受けられ、健康保険、労災、保険などから支払いがなされ、
被保険者 が直接支払わなくてもよい部分、また、海外においても同様の制度
がある場 合、その制度により被保険者が医療機関に直接支払うことが必要と
されない 部分はお支払いできません。

（注 4） お支払い を立証する請求書および領収書の原本をご提出いただきます。

1 回の 事 故につ き賠償責任保険金額を限度として会員が負担することによっ
て被った法律上 の損害賠償金をお支払いします。

（注） 賠 償 金 額 の決定には事前に引受保険会社の承認を必要とします。

携 行品 1 個また は 1 対について 10 万円を限度として時価額または修繕費の
いずれか低い額 をお支払いします。ただし、携行品保険金額をもって保険期
間中 1 年間の支 払いの限度とします。
鉄 道・船 舶の乗 車船券、航空券、宿泊券、観光券および旅行券の損害につ
い て は 5 万 円、 パスポートの損害については旅券の再取得費用または渡航
書の取得費用と して最寄の在外公館所在地へ赴く被保険者の交通費、領事
館に納付した再 発給手数料および電信費を 1 回の事故について 5 万円を限
度としてお 支 払 いします。

（注） 1 回 の 事 故ごとに損害額のうち 3,000 円（免責金額）はご自身で負
担していた だきます。

現 地 に 赴 く、 被保険者またはその法定相続人の方が支出した次の費用
を 救 援 者 費 用 保険金額の範囲内でお支払いします。現地とは、海外に
おける事故発生 地点または収容先を指します。
① 捜 索 救 助 費 用②現地との国際航空運賃など交通費（救援者 3 名まで）
③現地および現 地までの行程におけるホテルなど宿 泊施 設の客室料（救
援 者 3 名 ま で、 1 名につき 14 日分まで）④ 現 地からの移送 費 用⑤渡 航
手続費および現 地での諸雑費（20 万円限度、入院治療に伴う諸雑費とし
て傷 害または疾 病治療費用保険金が支払われるべき費用は除きます）。

疾病治療費用
保険金

賠償責任
保険金

携行品損害
保険金

救援者費用
保険金
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本規定の内容は 2019 年 12 月現在となります。

お支払いする保険金 保険金をお支払いできない主な場合

死 亡 保 険 金 額 全額を被保険者の法定相続人にお支払いします。
（ 注 ）  死 亡 保 険 金と後遺障害保険金は重複してお支払いしますが、支

払 保険 金 の総額は傷害死亡・後遺障害保険金額をもって限度とします。

後遺障害の程度 に応じて、後遺障害保険金額の 3％〜100％をお支払いします。
傷害後遺障害保 険金額×３〜１００％＝傷害後遺障害保険金の額

（注）ただし、保 険期間を通じて合算し傷害後遺障害保険金額が限度となります。

事故の日からそ の日を含めて 180 日以内の入院日数 1 日につき、1 日目の
入院からご契約 の入院保険金日額をお支払いします。自宅療養でも次のよ
うな状態の場合 には入院に準ずる様態とみなし、入院保険金日額をお支
払いします。
●両目の矯正視 力が 0.06 以下になっているとき。
●言葉が全く喋 れないとき。
●咀しゃくが 全 くできないとき。　　　　　　　　　　　　　　など

入 院 保 険 金 日 額に手術の種類に応じて定めた倍率（10 倍・20 倍・40 倍）
を乗じた額をお 支払いします。

事 故の日からそ の日を含めて 180 日以内の通院（往診を含みます）日数 1 日
につき、1 日目の 通院から 90 日を限度としてご契約の通院保険金日額をお支
払いします。ただ し、平常の生活または業務に従事することに支障がない程度
になおったとき以 降の通院に対しては、通院保険金をお支払いしません。

死 亡 保 険 金 額 全額を被保険者の法定相続人にお支払いします。
（注） 死亡保険金 と後遺障害保険金は重複してお支払いしますが、支払保険金

の 総 額 は 傷害死亡・後遺障害保険金額をもって限度とします。

後遺障害の程度 に応じて、後遺障害保険金額の 3％〜100％をお支払いします。
傷害後遺障害保 険金額×３〜１００％＝傷害後遺障害保険金の額

（注）ただし、保 険期間を通じて合算し傷害後遺障害保険金額が限度となります。

1 回 の 事 故・病 気につき、事故の日（疾病の場合は医師の治療を開始した日）
からその日を含め て 180 日間に要した次の費用のうち現実に支出し、かつ引受
保険会社が妥当 と認めた金額を傷害・疾病治療費用保険金限度額の範囲内
でお支払いしま す。
①治療・入院関 係費など②入院または通院のための交通費③入院により必要
となった国際 通 信費・身の回り品購入費（20 万円を限度とします。ただし、
身の回り品購入 費については 5 万円限度）。

（注 1） 日 本 国 内で治療を受けられたとき、自己負担額として被保険者が医
療 機 関 に直接支払う費用をお支払いします。

（注 2） 海 外 で 治療を受けられたとき、被保険者が医療機関に直接支払う費
用 を お 支払いします。

（注 3） 日本国内 で治療を受けられ、健康保険、労災、保険などから支払いがなされ、
被保険者 が直接支払わなくてもよい部分、また、海外においても同様の制度
がある場 合、その制度により被保険者が医療機関に直接支払うことが必要と
されない 部分はお支払いできません。

（注 4） お支払い を立証する請求書および領収書の原本をご提出いただきます。

1 回の 事 故につ き賠償責任保険金額を限度として会員が負担することによっ
て被った法律上 の損害賠償金をお支払いします。

（注） 賠 償 金 額 の決定には事前に引受保険会社の承認を必要とします。

携 行品 1 個また は 1 対について 10 万円を限度として時価額または修繕費の
いずれか低い額 をお支払いします。ただし、携行品保険金額をもって保険期
間中 1 年間の支 払いの限度とします。
鉄 道・船 舶の乗 車船券、航空券、宿泊券、観光券および旅行券の損害につ
い て は 5 万 円、 パスポートの損害については旅券の再取得費用または渡航
書の取得費用と して最寄の在外公館所在地へ赴く被保険者の交通費、領事
館に納付した再 発給手数料および電信費を 1 回の事故について 5 万円を限
度としてお 支 払 いします。

（注） 1 回 の 事 故ごとに損害額のうち 3,000 円（免責金額）はご自身で負
担していた だきます。

現 地 に 赴 く、 被保険者またはその法定相続人の方が支出した次の費用
を 救 援 者 費 用 保険金額の範囲内でお支払いします。現地とは、海外に
おける事故発生 地点または収容先を指します。
① 捜 索 救 助 費 用②現地との国際航空運賃など交通費（救援者 3 名まで）
③現地および現 地までの行程におけるホテルなど宿 泊施 設の客室料（救
援 者 3 名 ま で、 1 名につき 14 日分まで）④ 現 地からの移送 費 用⑤渡 航
手続費および現 地での諸雑費（20 万円限度、入院治療に伴う諸雑費とし
て傷 害または疾 病治療費用保険金が支払われるべき費用は除きます）。

●�被保険者または保険金受取人の故意による傷害。
●�ケンカや自殺行為、犯罪行為による傷害。
●�戦争、その他の変乱、核物質の影響による傷害
●�国内旅行傷害保険においては、地震・噴火ま

たは津波による傷害。
●被保険者の疾病、または心神喪失による傷害。
●�頸部症候群（いわゆる「むちうち症」）または

腰痛で医学的他覚所見のないもの。
●無免許・酒酔運転による傷害。
●�山岳登はん、スカイダイビングなど危険な運

動による傷害。
●�旅行前にすでに発生していた事故による傷害。　　　　　　　

　など

●�被保険者または保険金受取人の故意による病気。
●�妊娠、出産、早産または流産およびこれらに

起因する病気。
●�頸部症候群（いわゆる「むちうち症」）または

腰痛で医学的他覚所見のないもの。
●歯科疾病
●�旅行前にすでに発病していた病気。

など

●心神喪失に起因する事故。
●�航空機、船舶、車両の所有・使用・管理に起

因する事故。
●�会員の所有・使用・管理による不動産に起因

する事故。
●�会員と第三者との間の損害賠償に関する約定

により加重された賠償責任。
●�職務遂行に直接起因する事故。
●�親族に対する事故。

など

●公共団体の公権力の行使（TSA* など）
*Transportation Security Administration
テロ防止のために機内預りのスーツケースなどが、
公権力の行使により開けられた際の損害など
●携行品のかしまたは自然の消耗。
●携行品の置き忘れ、紛失、または置き忘れ後の盗難
●�被保険者本人以外が所有する携行品の損害（借用

物や預り品など）。
●�山岳登はんやハンググライダーなど危険な運動を

行っている間の当該運動に用いる用具。
●液体の流出。
●外来の事故に起因しない電気的事故。
●携行品が居住施設内にある間に発生した事故。   など

●�被保険者または保険金を受け取るべき者の故
意による事故。
●危険な運動による事故。
●�無資格運転、酒酔運転・麻薬など使用中に生

じた事故（無資格・酒酔運転による事故で死
亡された場合を除きます。）

など

     旅行傷害保険のお支払いに関して 注）保険金額の詳細につきまして� は、「旅行傷害保険補償規定」にある「旅行傷害保険の保険金の種類と保険金額に関して」をご確認ください。
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被保険者が航空ศを乗り継͙場合において、乗り
継͗地点へ౸着する被保険者の乗した航空ศ
の遅Ԇによって乗り継͗地点から出発する被保険
者の乗する༧定だった航空ศに乗することが
できず、౸着ศの実際の౸着時ࠁから4時間以内
に出発ศの代ସとなる他の航空ศを利用できな
かったとき。

乗継遅延費用
（最高30,000円）

保険金を支払う場合（支払責任）保険金の種類 保険金をお支払いできない主な場合支払われる保険金（費用の範囲）

① ホ テ ルなど客室料
乗り継͗ 地点において、出発ศの代ସえとなる他の航
空 ศ が 利用可能となるまでの間に被保険者が負担
したホテ ルなどの宿泊料
② ৯ 事 代
乗り継͗ 地点において、出発ศの代ସえとなる他の航
空 ศ が 利用可能となるまでの間に被保険者が負担
した৯事 代金
１ 回 の ౸着ศの遅Ԇについて30,000円まで

被保険者が乗する༧定だった航空ศについて、
出航༧定時ࠁから4時間以上の出航遅Ԇ、航空ศ
のܽ航もしくは運休または当該航空会社の乗
༧約受付業務のかしによる乗不能が生じ、当該
航空ศの出航༧定時ࠁから4時間以内に代ସえと
なる他の航空ศを利用できないとき。

出航遅延、欠航、
搭乗不能費用

（最高30,000円）

① ৯ 事 代
出航地に おいて、当該航空ศの代ସえとなる他の航空ศ
が利用可 能となるまでの間に負担した৯事代
１ 回 の 出航遅Ԇ、ܽ 航もしくは運休または乗不能
に つ い て30,000円まで

被保険者が乗する航空ศが༧定していた目的
地に౸着してから6時間以内に、被保険者が携行
する身の回り品で、かつ、航空ศの乗時に当該
航空会社が運ൖを受ୗした手ՙ物が༧定してい
た目的地に運ൖされなかったために、被保険者が
༧定していた目的地において費用を負担すること
によって損害を被ったとき。

受託手荷物遅延費用
（最高30,000円）

受託手荷物紛失費用
（最高60,000円）

●戦争、外国の力行使、ֵ ໋、権ୣ
取、内乱、装反乱その他これらに類
の事変または暴動ࣅ

●地震もしくは噴火またはこれらによる
津波

●核燃料物質もしくは核燃料物質に汚
染された物の์ࣹ性、ര発性その他
の有害な特性またはこれらの特性に
よる事故

など

被保険者が乗する航空ศが༧定していた目的
地に౸着してから48時間以内に、受ୗ手ՙ物が
༧定した目的地に運ൖされなかった場合に、当該
受ୗ手ՙ物は紛失したものと見なし、被保険者が
༧定した目的地において費用を負担することによ
って損害を被ったとき。

① 衣 類 購入費用
受 ୗ 手 ՙ物の中に、下着、৸間着など必要な衣類が
含まれて いた場合で、被保険者が当該目的地において
これらの 衣類を購入し、またはି༩を受けたときの費用
˞ 普 ஈ 着とは違った利用ܗ態をとったものは不可
② 生 活 必ध品購入費用
受 ୗ 手 ՙ物の中に、ચ面用具、ం、くしなどの生活
必 ध 品 （上記の衣類を除く）が含まれていた場合で、
被 保 険 者が当該目的地においてこれらの生活必ध品
を購入し、またはି༩を受けた時の費用
˞メΨω や時計・و金属類などは対象外
１ 回 の 受ୗ手ՙ物の遅Ԇについて30,000円まで

航 空 ศ が ༧定していた目的地に౸着してから96時間以内に被保険
者 が ༧ 定 していた目的地において負担した①、②の費用。ただし、96
時 間 以 内 にՙ物が届いた場合は、̔ 物が届くまでに負担した費用
① 衣 類 購入費用
② 生 活 必ध品購入費用
１ 回 の 受ୗ手ՙ物の紛失について60,000円まで
˞受ୗ手 ՙ物遅Ԇ費用と受ୗ手ՙ物紛失費用におい
て そ れ ͧれに条݅を満たした場合、お支払いする費
用 は 両 者の合算を限度額とします。

（ 6 時 間 以上−30,000円
結 果 的 に48時間以上−60,000円　合計90,000円）

海外旅行／航空便遅延費用 保険の対象者（被保険者）は基本カード会員ご本人様および家族カード会員ご本人様となります。
海外旅行を目的にご住居（日本国内）を出発 されたときから、ご住居にお戻りになるまで（日本出国の前日から入国の翌日まで）の最長 90日間補償されます。
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被保険者が航空ศを乗り継͙場合において、乗り
継͗地点へ౸着する被保険者の乗した航空ศ
の遅Ԇによって乗り継͗地点から出発する被保険
者の乗する༧定だった航空ศに乗することが
できず、౸着ศの実際の౸着時ࠁから4時間以内
に出発ศの代ସとなる他の航空ศを利用できな
かったとき。

乗継遅延費用
（最高30,000円）

保険金を支払う場合（支払責任）保険金の種類 保険金をお支払いできない主な場合支払われる保険金（費用の範囲）

① ホ テ ルなど客室料
乗り継͗ 地点において、出発ศの代ସえとなる他の航
空 ศ が 利用可能となるまでの間に被保険者が負担
したホテ ルなどの宿泊料
② ৯ 事 代
乗り継͗ 地点において、出発ศの代ସえとなる他の航
空 ศ が 利用可能となるまでの間に被保険者が負担
した৯事 代金
１ 回 の ౸着ศの遅Ԇについて30,000円まで

被保険者が乗する༧定だった航空ศについて、
出航༧定時ࠁから4時間以上の出航遅Ԇ、航空ศ
のܽ航もしくは運休または当該航空会社の乗
༧約受付業務のかしによる乗不能が生じ、当該
航空ศの出航༧定時ࠁから4時間以内に代ସえと
なる他の航空ศを利用できないとき。

出航遅延、欠航、
搭乗不能費用

（最高30,000円）

① ৯ 事 代
出航地に おいて、当該航空ศの代ସえとなる他の航空ศ
が利用可 能となるまでの間に負担した৯事代
１ 回 の 出航遅Ԇ、ܽ 航もしくは運休または乗不能
に つ い て30,000円まで

被保険者が乗する航空ศが༧定していた目的
地に౸着してから6時間以内に、被保険者が携行
する身の回り品で、かつ、航空ศの乗時に当該
航空会社が運ൖを受ୗした手ՙ物が༧定してい
た目的地に運ൖされなかったために、被保険者が
༧定していた目的地において費用を負担すること
によって損害を被ったとき。

受託手荷物遅延費用
（最高30,000円）

受託手荷物紛失費用
（最高60,000円）

●戦争、外国の力行使、ֵ ໋、権ୣ
取、内乱、装反乱その他これらに類
の事変または暴動ࣅ

●地震もしくは噴火またはこれらによる
津波

●核燃料物質もしくは核燃料物質に汚
染された物の์ࣹ性、ര発性その他
の有害な特性またはこれらの特性に
よる事故

など

被保険者が乗する航空ศが༧定していた目的
地に౸着してから48時間以内に、受ୗ手ՙ物が
༧定した目的地に運ൖされなかった場合に、当該
受ୗ手ՙ物は紛失したものと見なし、被保険者が
༧定した目的地において費用を負担することによ
って損害を被ったとき。

① 衣 類 購入費用
受 ୗ 手 ՙ物の中に、下着、৸間着など必要な衣類が
含まれて いた場合で、被保険者が当該目的地において
これらの 衣類を購入し、またはି༩を受けたときの費用
˞ 普 ஈ 着とは違った利用ܗ態をとったものは不可
② 生 活 必ध品購入費用
受 ୗ 手 ՙ物の中に、ચ面用具、ం、くしなどの生活
必 ध 品 （上記の衣類を除く）が含まれていた場合で、
被 保 険 者が当該目的地においてこれらの生活必ध品
を購入し、またはି༩を受けた時の費用
˞メΨω や時計・و金属類などは対象外
１ 回 の 受ୗ手ՙ物の遅Ԇについて30,000円まで

航 空 ศ が ༧定していた目的地に౸着してから96時間以内に被保険
者 が ༧ 定 していた目的地において負担した①、②の費用。ただし、96
時 間 以 内 にՙ物が届いた場合は、̔ 物が届くまでに負担した費用
① 衣 類 購入費用
② 生 活 必ध品購入費用
１ 回 の 受ୗ手ՙ物の紛失について60,000円まで
˞受ୗ手 ՙ物遅Ԇ費用と受ୗ手ՙ物紛失費用におい
て そ れ ͧれに条݅を満たした場合、お支払いする費
用 は 両 者の合算を限度額とします。

（ 6 時 間 以上−30,000円
結 果 的 に48時間以上−60,000円　合計90,000円）

保険の対象者（被保険者）は基本カード会員ご本人様および家族カード会員ご本人様となります。
海外旅行を目的にご住居（日本国内）を出発 されたときから、ご住居にお戻りになるまで（日本出国の前日から入国の翌日まで）の最長 90日間補償されます。
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第１条（当会社の支払責任）
（1）� 当会社は、カード会員など（＊１）が、次のいずれかの事由（以下、この補償規定において
「キャンセル事由」といいます。）に該当したことにより、第３条に規定する特定の
サービスの提供を受けられなくなった場合に、カード会員などまたはそれらの法定相
続人がキャンセル費用を負担したことによって被った損害に対して、この補償規定に
従い、補償金を支払います。

①��カード会員などまたはカード会員などの配偶者またはカード会員などの１親等以内
の親族の死亡、傷害または疾病による入院

②��カード会員などまたはカード会員などの配偶者またはカード会員などの子どもの
傷害による通院

③��カード会員などの社命出張。ただし社命出張をする者が、勤務先の役員または個人
事業主であるなど、自ら社命出張を出す権限をもつ者の場合は含みません。

④��カード会員などの居住する建物またはこれに収容される家財が次に掲げる事由のい
ずれかによって損害（＊２）を受け、その損害の額（＊3）が 100 万円以上となった場合

　　ア．火災、落雷、破裂または爆発（＊４）

　　イ．風災（＊５）、水災（＊６）、ひょう災または雪災（＊７）

　　ウ．建物の外部からの物体の落下、飛来、衝突または倒壊
⑤��カード会員などが裁判所の呼び出しにより、訴訟または調停の証人または評価人と
して裁判所に出頭する場合

⑥��海外の渡航先（＊８）において、次に掲げる事由のいずれかが発生した場合。
　　ア．地震もしくは噴火またはこれらによる津波（＊９）

　　イ．戦争、外国の武力行使、革命、政権奪取、内乱、武装氾濫その他これらに類
　　　　似の事変、暴動（＊10）またはテロ行為（＊11）

　　ウ．運送・宿泊機関など（＊12）の事故または火災
　　エ．渡航先に対する退避勧告など（＊13）の発出（＊14）

（2）� 第１条に規定するカード会員などとカード会員など以外の者との続柄は、キャンセル
事由が生じた時におけるものをいいます。ただし、キャンセル事由が生じた日からその
日を含めて30日以内にカード会員が婚姻の届出をした場合には、その配偶者をキャ
ンセル事由が生じた時においてカード会員などの配偶者であったものとみなします。

（＊1）��第２条に規定するカード会員または同行予定者をいいます。また、同行予定者とは、
カード会員と同一のサービスを同時に参加予約したもので、カード会員に同行する
ものをいいます。配偶者はここでいう同行予定者に含みません。

（＊2）��消防または避難に必要な処置によってカード会員などの居住する建物またはこれに
収容される家財について生じた損害を含みます。

（＊3）��損害が生じた地および時におけるカード会員などの居住する建物またはこれに収容さ
れる家財の価額によって定め、その建物または家財の損傷を修繕しうる場合において
は、これを損害発生直前の状態に復するに必要な修繕費をもって損害の額とします。

（＊4）��気体または上記の急激な膨張を伴う破壊またはその現象をいいます。
（＊5）��台風、せん風、暴風または暴風雨などによるものをいいます。
（＊6）��台風、暴風、豪雨などによるこう水、融雪こう水、高潮または土砂くずれなどに

よるものをいいます。
（＊7）��豪雪またはなだれなどによるものをいいます。
（＊8）��カード会員などが訪れている海外の渡航先またはこれから訪れるもしくは経由する

予定の海外の渡航先をいいます。以下この補償規定において同様とします。
（＊9）��対象となる地震は、マグニチュード８以上のものに限ります。
（＊10）��群集または多数の者の集団の行動によって、全国または一部の地区において著しく

平穏が害され、治安維持上重大な事態と認められる状態をいいます。以下この補償
規定において同様とします。

（＊11）��政治的、社会的、宗教もしくは思想的な主義もしくは主張を有する団体、個人また
はこれと連帯する者がその主義や主張に関して行う暴力的行動をいいます。以下こ
の補償規定において同様とします。

（＊12）��カード会員などが利用を予定していた運送機関もしくは宿泊機関などをいいます。
以下この補償規定で同様とします。

（＊13）��日本国政府が発出する「退避を勧告します」または「渡航の延期をおすすめします」
をいいます。

（＊14）��退避勧告など（＊13）が渡航先の属する国の他の地域に対して発出された場合を含みます。
第２条（カード会員の定義）
�　��この補償規定におけるカード会員は、基本カード会員および家族カード会員とします。

キャンセル・プロテクション補償規定
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第３条（特定のサービスの範囲）
　��第１条（当会社の支払責任）第１項の特定のサービスとは、業として有償で提供され
るサービスで、次の各号のいずれかに該当し、その料金を当会社のANAアメリカン・
エキスプレス・プレミアム・カードにより支払ったものに限ります。

①��国内旅行契約、海外旅行契約に基づくサービス
②��旅館、ホテルなどの宿泊施設の提供およびそれに付帯するサービス
③��航空機、船舶、鉄道、自動車などによる旅客の輸送
④��宴会、パーティの用に供する施設の提供およびそれに付帯するサービス
⑤��運動、教養などの趣味の指導、教授または施設の提供
⑥��演劇、音楽、美術、映画などの公演、上映、展示、興行
第４条（キャンセル費用の範囲）
（1）� 第１条（当会社の支払責任）第１項のキャンセル費用とは、サービスの全部また

は一部の提供をうけられない場合に、取消料、違約料その他の名目において、当
該サービスに係る契約に基づき、払戻しをうけられない費用または支払を要する
費用をいいます。

（2）� 前項のキャンセル費用は、カード会員などに対して提供されるサービスに係る費用に限
ります。ただし、カード会員などがサービスの提供をうけられなくなった場合において、
カード会員などに同行するカード会員などの配偶者もサービスの提供を受けられなく
なったときは、配偶者に対して提供されるサービスに係る費用も含むものとします。

（3）� 第１項のキャンセル費用は、サービスが複数の者に対して提供される場合には、
カード会員などに対して提供されるサービスに係るキャンセル費用として当会社
が認める金額に限ります。

（4）� 同行者のキャンセル費用については、旅券など客観的な資料でその同行者の氏名
が確認できる場合に限り、同行予定者１名分までを補償します。

第５条（サービスの提供される時期と支払責任の関係）
（1）� 当会社は、次の各号に規定する期間内に提供されるサービスについて、キャンセ

ル費用を負担した場合に限り、補償金を支払います。
①��死亡がキャンセル事由である場合には、死亡の日からその日を含めて 31 日以内。
ただし、カード会員の死亡の場合には、この限りではありません。

②�入院がキャンセル事由である場合には、入院を開始した日からその日を含めて31日以内
③��通院がキャンセル事由である場合には、通院を開始した当日。
④��社命出張がキャンセル事由である場合には、社命出張の開始日から社命出張の終了日まで
⑤��居住の建物またはこれに収容される家財に損害を受けたことがキャンセル事由であ
る場合には、損害を受けた日からその日を含めて 31日以内。

⑥��裁判所への出頭がキャンセル事由である場合には、出頭当日。
⑦��第１条（当社の支払責任）（１）⑥がキャンセル事由である場合には、⑥の発生か
らその日を含めて 31日以内。

（2）� 当会社は、前項に規定する期間が開始する前または同項に規定する期間が経過し
た後において、サービスの全部または一部の提供をうけられた場合またはうけら
れる場合には、補償金を支払いません。

（3）� 第３条（特定のサービスの範囲）のサービスのうち旅行に係るもので第１項に規
定する期間内に旅行行程（旅行の目的で住居を出発してから住居に帰着するまで
の連続した行程をいいます。）が開始する場合には、同項に規定する期間が経過
した後に当該旅行行程が終了する場合であっても、当該旅行に係るサービスは、
同項に規定する期間内に提供されるサービスとみなします。

第６条（キャンセル事由の発生時期と支払責任の関係）
（1）� 当会社は、第１条（当会社の支払責任）第１項の特定のサービスを予約した後、当該サー

ビスの提供をうける前にキャンセル事由が発生した場合に限り、補償金を支払います。
（2）� 前項の予約した日およびサービスの提供をうける日が明確でない場合には、当会

社は、補償金を支払いません。
第７条（キャンセル事由の原因の発生時期と支払責任の関係）
（1）� 当会社は、次に定める期日以前にキャンセル事由の生じた原因が生じていたため

カード会員などまたはカード会員などの法定相続人がキャンセル費用を負担した
ことによって被った損害に対しては、補償金を支払いません。

���①��キャンセル事由が第１条第１項第 1号から２号に定める事由による場合は、その
直接の原因となった傷害の発生または疾病の発病が 2007 年 2月 28 日もしくは
カード会員になった日のいずれか遅い日以前。

（2）� 前項第１号の発病の認定は、医師の診断によります。
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第８条（補償期間と支払責任の関係）
（1）� 当会社は、以下の期日以降にキャンセル事由が発生した場合に限り、補償金を支払います。
①��キャンセル事由が第1条第1項第1号から3号に定める事由による場合は、2007年3月１日以降
②��キャンセル事由が第1条第1項第4号から6号に定める事由による場合は、2013年3月1日以降
第９条（補償金を支払わない場合）
（1）� 当会社は、第１条（当会社の支払責任）第１項の特定のサービスが、カード会員

などの職務遂行に関係するものである場合には、補償金を支払いません。
（2）� 当会社は、次の各号に掲げる事由のいずれかによって生じた損害に対しては、補

償金を支払いません。
①��カード会員などの故意
②��補償金を受け取るべき者の故意。ただし、その者が補償金の一部の受取人である場
合には、他の者が受け取るべき金額については、この限りでありません。

③��カード会員などの自殺行為、犯罪行為または闘争行為
④��カード会員などの麻薬、あへん、大麻または覚せい剤などの使用。ただし、治療を
目的として医師が用いた場合は、この限りでありません。

⑤��カード会員などが法令に定められた運転資格（運転する地における法令によるもの
をいいます。）を持たないで、または、酒に酔ってもしくは麻薬、大麻、あへん、
覚せい剤、シンナーなどの影響により正常な運転ができないおそれがある状態で
自動車または原動機付自転車を運転している間に生じた事故

⑥��妊娠、出産、早産または流産による入院
⑦��頸部症候群（いわゆる「むちうち症」）または腰痛でいずれも他覚症状のないもの（原
因のいかんを問いません。）

⑧��核燃料物質（使用済燃料を含みます。以下この号において同様とします。）もしくは核燃料物
質によって汚染された物（原子核分裂生成物を含みます。）の放射性、爆発性その他の有害な
特性またはこれらの特性による事故

⑨��前３号の事故に随伴して生じた事故またはこれらにともなう秩序の混乱に基づいて生じた事故
⑩��第 8号以外の放射線照射または放射能汚染
第 10 条（補償金の支払額）
�　��当会社が支払うべき補償金の額は、キャンセル事由の発生１回につき、第４条（キャンセル費用
の範囲）に規定するキャンセル費用の額から、カード会員などの自己負担額（1,000円または当該
キャンセル費用の額の10％に相当する額のいずれか高い額をいいます。第14条（他の保険契約
などがある場合の補償金の支払額）第２項において同様とします。）を差し引いた額とします。

第 11 条（カード会員１名あたりの支払補償金および補償金支払回数の限度）
（1）� 当会社が支払うべき補償金の額は１年間を通じ、50万円をもって限度とします。ただし、

キャンセル事由がカード会員など、カード会員などの配偶者またはカード会員などの子
供の傷害による通院の場合、１年間を通じ、15万円をもって限度とします。なお、キャ
ンセル事由がカード会員などの社命出張の場合、１年間を通じ、補償金支払回数は１回
を限度とします。

（2）� 前項の１年間の限度額は、キャンセル事由が発生した日を基準とします。
第 12 条（損害防止義務）
（1）� 第１条（当会社の支払責任）第１項のキャンセル事由が発生した場合には、カード

会員などまたは補償金を受け取るべき者は、遅滞なく、サービスに関する契約を解除
するなどキャンセル費用の発生の防止または軽減につとめなければなりません。

（2）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者が当会社の認める正当な理由がなく前項の規定に
違反したときは、当会社は、防止または軽減できたと認められる額を控除して補償金を支払います。

第 13 条（回収金額の控除）
�　��カード会員などが負担したキャンセル費用について第三者により支払われた損害賠
償金などの回収金があるときは、その額をカード会員などが負担した第１条（当会
社の支払責任）に規定する損害の額から差し引くものとします。

第 14 条（他の保険契約などがある場合の補償金の支払額）
（1）� 第１条（当会社の支払責任）の損害に対して保険金などを支払うべき他の保険契約

などがある場合において、それぞれの補償規定または保険契約などについて他の保
険契約などがないものとして算出した支払責任額の合計額が損害の額をこえるとき
は、当会社は、次の算式によって算出した額を補償金として支払います。
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（2）� 前項の損害の額は、それぞれの補償規定または保険契約などにカード会員などの自己負
担額の適用がある場合には、そのうちもっとも低い自己負担額を差し引いた額とします。

第 15 条（当会社の指定医による診察などの要求）
（1）� 当会社は、第16条（事故などが発生した場合のカード会員などの義務）第１項第１号の規定に

よる通知または第17条（補償金の請求）第１項の書類を受け取った場合において、必要と認め
たときは、当会社が費用を負担して、当会社の指定する医師によるカード会員など、カード会員
などの配偶者、カード会員などの１親等以内の親族またはカード会員などの子供の身体の診察
を行うことを、カード会員などまたは補償金を受け取るべき者（これらの者の代理人を含
みます。以下この条において同様とします。）などの関係者に対して求めることができます。

（2）� 前項の規定による当会社の申出について、カード会員などまたは補償金を受け取る
べき者が正当な理由がなくこれを拒んだときは、当会社は、補償金を支払いません。

第 16 条（事故などが発生した場合のカード会員などの義務）
（1）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者（これらの者の代理人を含みます。

第２項において同様とします。）は、事故など（第１条（当会社の支払責任）の
特定サービスの提供をうけられなくなった場合をいいます）が発生したことを知った
ときは、次の各号に掲げる事項を履行しなければなりません。

①��第１条（当会社の支払責任）第１項に規定するキャンセル費用の発生日時およびその
内容、サービスを予約した日、予約したサービスに係る契約の内容ならびにサービス
が提供される予定であった日時を、遅滞なく、当会社に通知すること。この場合にお
いて、当会社が書面による通知を求めたときは、これに応じなければなりません。

②��当会社が、とくに必要とする書類または証拠となる物を求めた場合には、遅滞なく、
これを提出すること。その他当会社が行う損害の調査に協力すること。

（2）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者が当会社の認める正当な理由がなく
前項に規定する義務に違反したときは、当会社は、補償金を支払いません。

第 17 条（補償金の請求）
（1）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者（これらの者の代理人を含みます。以下

この条において同様とします。）が補償金の支払を受けようとするときは、補償金請求書
および次の各号に掲げる書類のうち当会社が求めるものを提出しなければなりません。

（2）� 当会社は、前項の書類以外の書類の提出を求めることができます。
（3）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者は、前２項の書類のほか、当会社が損害査

定のために必要と認める書類の提出を求めたときは、これに応じなければなりません。
（4）� カード会員などまたは補償金を受け取るべき者が前３項の書類を提出しなかったとき、

または提出書類に知っている事実を記載しなかったときもしくは不実の記載をしたと
きは、当会社は、補償金を支払いません。

当会社の定める事故状況報告書
サービスに係る契約者または契約の事実を証明する書類
カード会員などが負担したキャンセル費用の額を証明する書類
カード会員などとの続柄を証明する戸籍謄本などの書類
カード会員などと同行を予定していたとわかる記名式旅券などの書類
死亡診断書または死体検案書
入院日、入院日数および傷害または疾病の内容を証明する医師の診断書
通院日、傷害の内容を証明する医師の診断書
疾病が2007年3月１日以降に発病していることを証明する医師の診断書
当会社がカード会員などの病状・治療内容などについて医師に照会し
説明を求めることについての同意書
社命出張の事実を証明する書類
建物または家財の損害の程度を証明する書類
裁判所へ出頭したことを証明する書類
渡航先を証明する書類
第１条（当社の支払責任）（１）⑥の事由が発生したことを証明する書類

第1条（当会社の支払責任）（１）に
規定するキャンセル事由

他の保険契約等がないものとして算出した
この補償規定の支払責任額

他の補償規定または保険契約等がないものとして算出した
それぞれの補償規定または保険契約等の支払責任額の合計

損害の額 ×  ＝ 
補償金の

　支払額
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1．概要
アメリカン・エキスプレス（以下「当社」）のカード（以下「カード」）会員（以下「会員」）の方
には、個人利用目的のためにカードを使って購入代金の全額を支払って購入した商品に
ついて、本規定に基づいてリターン・プロテクションのサービスが提供されます。
このサービスに基づき、会員がカードで購入し、未使用かつ故障・損傷なく正常に機能
する商品を購入店に返品しようとした際、購入店が返品を受け付けない場合に限り、購
入日から 90日以内に会員が当社に連絡することにより商品を当社に返却できます。当社
は、商品の購入金額、海外利用の場合はお支払いをいただいた日本円相当額をカード会
員口座に払い戻します（現金での払い戻しはいたしません。）（1商品につき最高 3万円
相当額まで、1会員口座（追加カードも含む）につき年間最高 15万円相当額まで）。
2．サービスを受けられる人
このサービスを受けられるのは、日本円で支払いをされる会員本人で、払い戻し申請時
点において会員資格をお持ちの方です。また、払い戻し申請時に、会員の所有するカー
ド会員口座の 1つまたは複数の締切日に対する利用代金の支払いが遅延している場合、
このサービスを受けることはできません。
3．重要事項
（1）� このサービスは、会員が商品を購入店に返品できない場合に限り利用できます。
（2）� このサービスは、当該商品についての他の保険・保証などが適用されない場合に利

用できます。小売店から購入した商品のうち、リターン・プロテクションで規定されて
いる金額と同額またはそれ以上の金額が保証される返品規定が適用されるものにつ
いては、適用対象外となります。

（3）� 会員から当社に商品が返送された時点で、商品の所有権が当社に移転することを、
会員は予め承諾するものとします。

（4）� このサービスおよびこれに基づく払い戻し請求は、カード会員規約に基づく会員の
カード利用代金を決済する責任を免除するものではありません。

4．サービス対象期間
このサービスを受けるためには、会員が商品を購入店に返品しようとし、購入店が返品を
受け付けない場合に、購入日（通信販売の場合は、商品受領日）から起算し、90日以内に
会員が当社に連絡し購入商品の返品の希望を申し出る事が必要です。
5．払い戻しの限度 
払い戻しは、1商品につき最高 3万円相当額まで、1会員口座（追加カードも含む）につ
き年間（1月1日〜 12 月31日申請日を基準）最高 15 万円相当額までとし、5千円未満
相当額の購入金額の商品に対しては適用されません。
6．対象商品
対象商品は未使用かつ良好な状態で、正常に機能する物に限ります。（故障・損傷など
欠陥のある商品は対象となりません。）商品はANAアメリカン・エキスプレス・プレミ
アム・カードで購入したもので、その購入代金の全額がカード会員口座に請求されてい
る必要があります。
7．適用対象外となるもの
・� 動物および生きている植物
・� 同じものが二つとない商品（骨董品、美術品、特注品、名入れした品および毛皮を含む）
・� 全額をカードで支払っていない商品
・� 閉店セールの商品
・� 消耗品および生鮮食料品
・� 貴金属および宝石
・� サービス（取付費用、保証料、送料、または会費など適用対象商品を補助するものを
含む）

・� 希少硬貨
・� 使用済み、組立て済み、および修繕済みの商品
・� 携帯電話
・� 自動車、オートバイ、モーターボートなど、原動機で動く乗用具、その部品及び
付属品（カーナビシステム、AV機器など）

・� 土地および建物
・� 有価証券（約束手形、切手、および旅行小切手など）
・� 現金、現金同等物、およびチケット類
・� オーディオ、ビジュアルおよびパソコンなどのソフトウェア、オンラインコンテンツ、書籍
・� ヘルスケア商品
・� 家、事務所、乗り物に恒久的に取り付ける商品（車庫開閉装置、車の警報装置など）

リターン・プロテクション規定
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8．補償請求方法
払い戻し請求をするには、以下の手続きが必要です。
（1）� まず、申請用紙を請求して下さい。申請用紙の請求は、購入日から 90日以内に、

プレミアム・サービス・デスク 0120-126626（通話料無料／ 24時間／年中無休）
までご連絡ください。折り返し申請用紙をお送りいたします。

（2）� 申請用紙に必要事項をご記入のうえ、領収書、カードの売上票の控え、および当社
が必要と認めた他の書類などを添付して30日以内にご返送ください。

（3）� 当社においてサービスの対象となるかどうかについて審査します。申請が承認され
たら、30日以内に商品を当社の指定先ご返送ください。その際は、郵送／配送受
領証などは大切に保管しておいてください。返送した商品が到着しなかった場合に、
返送したことを証明するものとして必要になります。返品の配送手数料および返送
料はお客様のご負担となりますのでご了承ください。

（4）� 当社より会員のカード会員口座に第5条の払い戻し限度かつ購入金額を限度とする
金額を戻します。お戻しした金額は、その範囲内で他のカード利用代金などと相殺
されます。直接現金での払い戻しはいたしません。後日ご利用明細書に記載されま
すのでご確認ください。

9. その他
（1）� 当社は、このサービスを第三者を通じて会員に提供する場合があります。
（2）� 本規定に定めのない事態が生じた場合は、当社が信義に反せず誠実に取り扱いを

決定します。
（3）� 当社は、相当の期間を定めて会員に事前に通知することにより、このサービスの提供

を中止する場合があります。
（4）� 当社は、このサービスの内容および本規定を随時変更する事ができるものとします。
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カード会員であるあなた（以下「あなた」といいます。）には、アメリカン・エキスプレス
のカード（以下「カード」といいます。）を使って購入した商品（以下「商品」といいます。）
の偶然な事故による損害について、商品購入日から 90 日間補償する保険がつきます。
ただし、補償額はカード会員 1 名につき年間最高 500 万円まで、またこの＜ショッ
ピング・プロテクション＞全体で年間最高 10 億円が限度となっています。補償内容は
損害保険ジャパン日本興亜株式会社（以下「損保ジャパン日本興亜」といいます。）とア
メリカン・エキスプレス・インターナショナル，Inc.（以下「アメリカン・エキスプレス」と
いいます。）が締結した保険契約によりますが、以下その主な内容をご案内します。

補償を受けられる人
この保険によって補償を受けられるのは、日本円で支払いをされるすべてのアメリカン・
エキスプレスのカード会員の方がたです。また、あなたが商品を他の方にギフトとし
て贈られた場合も、この保険契約に基づく補償の対象となります。ただし、この特典
により保険金を請求することができるのは、カード会員であるあなたに限られます。

（ご注意）この保険は、商品についての他の保険（以下「他の保険」といいます。）でカバー
されない部分を補償することを目的としています。商品に損害が発生したとき、請求
が可能な他の保険がある場合は、まずそちらにご請求くださると同時に、アメリカン・
エキスプレス保険ホットラインまでご通知ください。他の保険からの回収金額が損害
額に満たない場合、この保険はその差額を保険契約の内容に基づき支払います。

特典の譲渡禁止
この保険によりあなたが受ける特典は、損保ジャパン日本興亜の書面による事前の承
諾なしには他人に譲渡できません。損保ジャパン日本興亜の承諾なしに譲渡が行われ
た場合は、この保険によるすべての補償は無効となります。

補償期間
この保険は、あなたが商品をカードで購入された日からその日を含めて 90 日以内
に生じた損害について有効です。また、この購入が上記の保険期間内になされたも
のであれば保険期間終了後であっても、購入日から 90 日間の損害については補償
されます。なお、商品を発送などにより受領する場合は、受領した時から 90 日間
の損害について補償されます。

補償の限度
損保ジャパン日本興亜が補償する金額は、あなたがカードで購入された商品の代金で、
カード代金請求書あるいは購入店の領収書に記載された金額が限度となります。また、
修理可能な損害については、商品の購入代金を限度として修理代金実費が補償額となり
ます。あなたが商品の代金の一部のみをカードを使って支払われた場合は、損保ジャパン
日本興亜の補償する金額は、その商品の代金に対するカードによる支払額の割合を乗じ
た金額となります。一対あるいは一組のものからなっている場合は、それらが単独では
使用不可能あるいは交換不可能でない限り、損害部分の価値を超えては補償されません。
ただし、いずれの補償でも 1 回の事故について 1 万円の免責が適用されます。

この保険による補償の対象とならない主な場合
（1）次に掲げる損害は、補償の対象になりません。
 a. 会員または保険金を受取る方の故意
 b.  台風、豪雨などによる洪水などの水災、もしくは地震に起因する損害
 c.  戦争、侵略行為、戦闘行為、反乱、暴動、国または公共機関の公権力の行使に

よる没収、密貿易、違法行為に起因する損害
 d.  通常の使用による損耗損傷、核燃料物質による汚染、商品のかし（いわゆる不良

品）に起因する損害
 e.  置き忘れ、紛失に起因する損害

（2））次に掲げる物は、補償の対象になりません。
 a.  現金、有価証券、預貯金証書、旅券、印紙、切手、乗車券などその他これらに

類するもの
 b.  動物および植物などの生物

 c.  船舶（注 1）、航空機および自動車（注 2）ならびにこれらに装着されている状態の
付属物

　　（注 1） ヨット、モーターボート、水上オートバイ、ボートおよびカヌーを含みます。
　　（注 2）自動三輪車、自動二輪車および原動機付自転車を含みます。
 d.  被保険者の詐欺行為によって取得した商品

（3）上記に加え次の場合も補償の対象になりません。

ショッピング・プロテクション補償規定
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 a.  商品の誤った使用によって生じた損害
 b.  意図的に被保険者が虚偽あるいは不正の補償請求を行った場合
 c.  保険の対象の修理、加工後の損害など、修理・清掃などの作業中における過失に

よる損害
 d.  保険の対象の電気的・機械的事故
 e.  商品以外の費用（商品購入に付帯して生じた配送費など）
その他、補償内容の詳細については
アメリカン ･ エキスプレス保険・ホットライン【0120-234586< 通話料無料 >】まで
お問い合わせください。

損害発生の際の補償請求などについて
（1） 損害発生の日から遅滞なくアメリカン ･ エキスプレス保険・ホットライン（0120-

234586 ／通話料無料 ＜ 9:00 から 17:00 ／土日祝休＞ 引受保険会社 損害保険ジャ
パン日本興亜株式会社）に連絡をとり、「保険金請求書」を入手するとともに手
続きについてお問い合せください。

（2）損保ジャパン日本興亜より送付された「保険金請求書」に必要事項をご記入のう
え署名して、売上票、領収書その他損害を立証するため必要な書類（羅災証明、
盗難届出証明、修理見積書あるいは請求書など）を添えて損保ジャパン日本興亜
宛に遅滞なくご提出いただくことが必要です。

（3） 損保ジャパン日本興亜は必要に応じて、損害を受けた商品を損保ジャパン日本興亜
の指定する場所にお送りいただくよう依頼をすることがあります。お送りいただ
く際の送料は損保ジャパン日本興亜の負担とします。また、損保ジャパン日本興
亜は現金による支払いをいたしますが、上記補償の限度額を超えて補償されるこ
とはありません。

代位
損害が第三者の行為によって生じた場合において損保ジャパン日本興亜がこの保険に
よる補償を支払ったときは、損保ジャパン日本興亜は損害を受けた商品およびあなた
が第三者に対して有する一切の権利を支払額を限度として取得します。

損害防止義務
カード会員は、事故が生じたときの損害発生の防止および軽減に努めなければなりま
せん。

準拠法
この補償を提供する保険契約は、日本国の法令に基づいて行なわれたものであり、
カード会員が損保ジャパン日本興亜に対し補償の請求を行う場合も日本国の法令の
適用があります。

この補償規定は重要ですから大切に保管してください。ただし、これは、保険証券
ではありません。保険証券は、アメリカン・エキスプレスに保管されております。
＊ 本内容はあくまで概要を説明したものであり、実際の補償の適用の可否は、動産総

合保険普通保険約款および特約の規定に基づきます。

＜事故のご連絡先＞
アメリカン・エキスプレス・保険ホットライン
0120-234586（通話料無料 /9:00 〜 17:00/ 土日祝休）

（書類のご返送先／引受保険会社内）
〒 164-8608 東京都中野区中野 4 − 10 − 2
� 中野セントラルパークサウス 4 階
� 損害保険ジャパン日本興亜株式会社
� 本店企業保険金サービス部

本規定の内容は 2019 年 12 月現在となります。　L1110620
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ション保証規定

ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員の方には下記に掲げる保証サー
ビスが提供されます。
この保証は、東京海上日動火災保険株式会社とアメリカン・エキスプレス・インターナショ
ナル,Inc.�が締結した保険契約をもとに、1998 年 12 月1日以降 1年間（特別な通知がな
い限り以降自動継続）（以下「保険期間」といいます。）提供されます。
・� ワランティー・プラスとは、ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード
会員がANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードにより購入された製
品の保証期間を 2年間延長（メーカー保証終了後 2年間）し、故障の修理費用を
保証するものです。故障とは取り扱い説明書及び本体貼付ラベルなどの注意に従っ
た正常な使用状態で修理が必要となる場合を言います。

・� ホームウェア・プロテクションとは、ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・
カード会員が所有している製品に対し、火災、盗難、破損、水濡れなどの偶然な
事故により生じた損害を保証するものです。

保証を受けられる人
この保証は、ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員の基本カード
会員及び追加カード会員に対して提供されます。
保証期間
ワランティー ･プラスの保証期間は、メーカー保証期間終了後 2年間とします。また、購
入が上記の保険期間内になされたものであれば保険期間終了後であってもメーカー保証
期間終了後 2年間とします。
ホームウェア ･プロテクションの保証期間は、上記の保険期間と同一とし、この期間内に
損害が生じた場合に保証します。
お支払いする保証限度額
・� 毎年 12 月1日より起算した 1年間、ワランティー・プラスとホームウェア・プロテクショ
ンの保証を合わせ 50 万円を年間の保証限度額とします。また、この限度額はANA
アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードの基本カード会員及び追加カード会
員合算となります。

・� 保証額は購入された製品の代金、カード代金請求書あるいは購入店の領収書に記載
された金額をもとに、購入日から起算した使用期間に応じて設定された保証限度額以
内となります。

（保証限度額）

（ご注意）�・保証の対象となる修理費用もしくは損害額は、5,000 円以上とします。
� ・�修理費用とは部品代、工賃、出張費を言います。但し、出張費はメーカー保

証規定で出張修理対象製品のみ保証します。
� ・�本保証サービス以外の保証書または保険などがある場合は、その保証規定

または保険などでの支払いを優先しそれらから支払われる金額を控除した
残額をこの保証規定での損害額とみなします。

この保証の対象となる製品
・� 日本国内で修理可能であり、かつ、日本国内で有効なメーカー保証期間が1年間の
家電製品、パソコン、ワープロ、時計、カメラ、電話機（ＳＩＭカードに割り当て
られた電話番号を用いることで通話できる携帯式機器、ＰＨＳおよびポケットベル
を除きます。）およびこれに類する電化製品

この保証の対象とならない場合
（１）次に掲げる製品は保証の対象になりません
・� メーカー保証がない製品及びメーカー保証期間が１年間以外の製品（6ヶ月、3年間など）
・� 日本国内で修理不可能な製品
・� 中古品及び転売を目的として購入された製品

ワランティー・プラス及びホームウェア・プロテク

� � ワランティー･プラス� ホームウェア･プロテクション
� 事故内容� 故障� 火災･盗難 ･破損 ･水漏れ
� 購入日から6ヶ月� （メーカー保証）� 購入金額の100％
� 6ヶ月超から1年� （メーカー保証）� 購入金額の 90％
� 1年超から2年� � 購入金額の 80％
� 2 年超から3 年� � 購入金額の70％
� 3 年超から4年� 保証なし� 購入金額の 60％
� 4 年超� 保証なし� 購入金額の50％
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ション保証規定

・� プリンター、ソフトウェア、周辺装置、コード及びバッテリーなどの製品本体に
付属して使用する製品

・� ラジコン模型およびこれらの付属品
・� 宝石、貴金属、コンタクトレンズ、眼鏡、サングラスなどの装身具類および衣服
・� 船舶（ヨット、モーターボート、水上バイク、ボートおよびカヌーを含みます。）
航空機、自動車、自動二輪車、原動機付自転車、自転車、雪上オートバイ、ゴーカー
トなどの原動機付乗用具およびこれらの付属品（カーナビゲーションシステムお
よび AV電子機器などを含みます。）

・� 土地、建物及び建物の一部を構成する物
・� 飲食物、動物および植物
・� 業務用機器
（２）次に掲げる故障・損害は保証の対象になりません
・� メーカー保証の対象となる場合及びメーカー保証において明記されている保証範囲
外の事由による保証対象製品の故障

・� 製品の自然消耗、摩擦、さび、かび、腐敗、変質、変色、その他類似の事由による故障、
損傷及び損害

・� メーカーリコールまたはメーカーが取り替えを認めたとき
・� 本保証サービス以外の保証書または保険などによって、保証対象製品の修理対象と
なる故障、損傷及び損害

・� 地震、津波、噴火に起因する故障、損傷及び損害
・� 置き忘れ、紛失、遺失に起因する故障、損傷及び損害
・� 業務用途での使用の場合
・� カード会員が引渡しを受ける前に当該保険の目的に生じた損害
・� 保険の目的の配送中に生じた損害
（3）上記に加え次の場合も保証の対象になりません
・� 製品の使用上の誤り及び不当な修理や改造により生じた故障、損傷及び損害
・� 修理費用（部品代、工賃、出張費）以外の費用、但し、出張費についてはメーカー保証
において出張修理対象製品となっている場合のみ対象となります

・� 製品の故障及び事故に起因して生じた対人、対物被害及び製品の使用の阻害によっ
て生じた損害

・� 故意、重過失に起因する故障、損傷及び損害
・� 詐欺、横領に起因する損害
・� ANAアメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員の資格を失った場合
故障、事故発生の際の補償請求などについて
（1）� 故障・事故にあわれた時は遅滞なく引受保険会社までご連絡ください。折り返し「保

険金請求書」をお送りいたします。
（2）�「保険金請求書」に必要事項をご記入の上、署名して、請求内容に定められた必要書

類、メーカー保証書、売上票、領収書、損害を立証するための必要な書類（罹災証明、
盗難届出済証明書、修理見積書、あるいは請求書など）写真、その他関係書類（必要
な場合、別途保険会社より指示させていただきます）を添えて故障・事故発生日から
30日以内にご提出ください。

（引受保険会社）� 東京海上日動火災保険株式会社
（事故のご連絡先）� 0120-870720（通話料無料 /9:15 〜 17:00/ 土日祝休）、引受保険会社内
（書類のご返送先）� 〒 105-0003�東京都港区西新橋 3-9-4 虎ノ門

東京海上日動ビルディング 5F
� 東京海上日動火災保険株式会社
� 本店損害サービス部
� アメリカン ･エキスプレス ･ワランティー ･プラス
� ホームウェア ･プロテクション係

ワランティー・プラス及びホームウェア・プロテク
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補償対象
ANA アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員様ならびに下記に掲げる被
保険者の方々が居住している住宅の所有 ･使用 ･管理および日常生活における行為に
よって生じた法律上の賠償責任を対象とするものです。
被保険者の範囲
ANA アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード会員様、配偶者様、および
それらの方の同居のご親族（お子様、ご両親など）、カード会員様・配偶者様の別
居の未婚のお子様が被保険者となります。
保険金をお支払いする場合
被保険者が日本国内 ･国外において次の事故によって、他人の身体を傷つけたり、財
物を破損し、法律上の賠償責任を負ったとき、保険金をお支払いします。
（1）�被保険者が居住する住宅の所有 ･使用 ･管理に起因する事故（ただし、家主に対

する賠償責任は補償されません）
　　（例）●�屋根瓦が落ち通行人に当たってケガをさせた。
� ●�へいに釘が出ていて、よその人の洋服を引き裂いた。
（2）日常生活に起因する事故
　　（例）●�お子様のキャッチボールでよその家の車や窓ガラスを壊した。
� ●��不注意で洗濯機や風呂の水をあふれさせ、階下の戸室の天井や壁を汚損し

た。
� ●�買物をしていて、誤って店の商品を壊した。
� ●�お子様が訪問先の家具を誤って壊した。
� ●�飼犬が通行人に噛みついてケガをさせた。
� ●�自転車で買物に行く途中、よその人に衝突しケガをさせた。
支払限度額
1 事故につき 1億円限度�
保険金をお支払いできない主な場合
（1）被保険者の故意により生じた損害。
（2）地震、噴火、津波、洪水、戦争、内乱、暴動、核燃料物質などにより生じた損害。
（3）�職務の遂行に起因する事故、または職務用の動産 ･不動産の所有 ･使用 ･管理に

起因する損害賠償責任。
（4）同居の親族に対する損害賠償責任。
（5）被保険者の使用人が業務従事中に被った身体の障害に起因する損害賠償責任。
（6）�被保険者が所有 ･使用 ･管理する財物の損壊について、その財物につき正当な権

利を有する者に対して負担する損害賠償責任。
（7）自動車、航空機、船舶、銃器の所有 ･使用 ･管理に起因する損害賠償責任。

※ 本内容はあくまで概要を説明したものであり、実際のお支払いの可否は、賠償責
任保険（個人用）普通保険約款および個人特別約款、特約の規定に基づきます。

事故にあわれたら
遅滞なく下記連絡先までご通知ください。

＜事故のご連絡先＞�
アメリカン・エキスプレス・保険ホットライン
0120-234586（通話料無料 /9:00 〜 17:00/ 土日祝休）
（引受保険会社）
〒 141-8679　東京都品川区北品川 6-7-29�ガーデンシティ品川御殿山
Chubb 損害保険株式会社

本規定の内容は 2019 年 12 月現在となります。

個人賠償責任保険規定

L1211059L1710267
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 ただき、ご利用いただく際のために大切に保管してください。）

サービスの名称
この規定の下で提供されるサービスは、アメリカン ･エキスプレス “オーバーシーズ・
アシスト・プレミアム” または単に “オーバーシーズ・アシスト・プレミアム” と称し
ます。
サービスのご利用資格
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムは、日本在住の日本円で支払いをされる ANA
アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードの基本カード会員および追加カード
会員（以下 “カード会員” といいます。）に対して自動的に無料で提供されます。こ
のサービスを利用するには、カード会員の ANAアメリカン・エキスプレス・プレミ
アム・カードが有効であることが前提となります。なお以下のサービスのうち ANA
アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カード独自のサービスは以下のお忘れ物探
索サービスです。
サービスの概略
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムでは、次のサービスが提供されます。
A. 海外緊急支援サービス
B. お忘れ物探索サービス
C. 海外情報サービス
D. その他
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムは、カード会員なら 24時間 ･年中無休でトール・
フリーもしくはコレクト ･コールで日本および世界のほとんどの国において日本語で
ご利用になれるものです。ご連絡は日本のアメリカン･エキスプレス“プレミアム・サー
ビス・デスク”（以下 “プレミアム・サービス・デスク” といいます。）はもちろん、
海外旅行中には最寄りのオーバーシーズ・アシスト・プレミアムにいただくこともでき
ます。なお、このサービスはご利用になる地域や内容により、アメリカン ･エキスプ
レス経由で、あるいは直接アメリカン･エキスプレスを代行する日本エマージェンシー
アシスタンス株式会社（以下 EAJ といいます。）が提供します。
海外緊急支援サービスについては、カード会員および同行されるご家族（配偶者、お
子様など生計を共にする親族。「生計を共にする」とは健康保険証を共有しているか、
税法上扶養関係にあること。以下 “有資格者” といいます。）の 90日以内の海外旅行
中のみご利用いただけるものです。なお、海外緊急支援サービスは、全世界において
アメリカン ･エキスプレスに代わり EAJ が提供します。
これらのサービスの詳細は次のとおりです。
A. 海外緊急支援サービス—日本国外への 90 日以内のご旅行の際に提供
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムの海外緊急支援サービスで負担する費用（以
下 I、Ⅱ、III、VII）は、�ANA アメリカン・エキスプレス・プレミアム・カードに自動
付帯される旅行傷害保険で支払われる保険金の範囲内で補償されます。
Ⅰ . 病気やケガの場合−医師や医療チームの派遣サービス
緊急の際の、医師あるいは医療施設のご紹介（ご旅行期間に関係なく提供）に加えて、
病気やケガがひどく、医師または医療施設まで行けない場合は、オーバーシーズ・アシ
スト・プレミアムはその場所まで医師や医療チーム、または救急車を派遣します。医師
などの派遣費用はオーバーシーズ・アシスト・プレミアムが負担し、その後の費用はカー
ド会員ご自身の負担となります。さらに、その後も日本語によるお手伝いをします。
また必要な場合は日本のご家族へもご連絡します。
Ⅱ . 転院、帰国が必要な場合−輸送サービス
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムの指定医と実際に治療にあたっている医師とが
協議の上で医療上の観点から転院または日本の医療施設への移動が望ましいと判断さ
れた場合は、転院や帰国のための手続等をし、航空券を無料で提供します。＊

＊上記の転院 ･移動等の判断は、指定医と担当医の話し合いによります。ただし、オー
バーシーズ・アシスト・プレミアムの承認なしに実施された転院、帰国などに関しては、
アメリカン ･エキスプレスおよび EAJ は一切責任を負いません。
Ⅲ . 治療が適切かどうか−医療モニター ･サービス
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムの指定医によって必要と判断された場合には、
治療状況を退院までモニターします。このサービスには次のことが含まれています。
1．�まず実際に治療にあたっている医師と指定医が、初診の所見からその後の治療方
法まで協議します。

2．�治療期間中、指定医は通常少なくとも1日おきに連絡をとり、実際に治療にあたっ
ている医師または医療施設から回復状況の報告を受けて、そのときカード会員また
は有資格者が受けている治療が適切かつ必要なものであるかどうかを判断します。
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 ただき、ご利用いただく際のために大切に保管してください。）

Ⅳ . 入院費等にお困りの場合−資金援助
緊急の際にカード会員および有資格者の方が経済的にお困りにならないよう、次の
サービスを提供します。
1．�このサービスをご利用になっているカード会員または有資格者が保険に入ってい
る旨連絡があった場合、または現地の医師や医療施設が金銭上の理由で治療を拒
否したり、医療施設から退院させないといった事態が起こった場合、オーバーシー
ズ・アシスト・プレミアムは、その医師や医療施設に対して、保険会社へ請求書を
送るよう交渉します。そのように取り計らってくれない場合には、その場で支払
う代わりにカード会員または有資格者に対して請求書を送るよう依頼します。

2．�現地の医師または医療施設が、事前の支払いまたは保証金の支払いがない場合には
カード会員または有資格者に対する必要な治療を拒否するといった事態には、カー
ド会員の承認を得たうえで、5,000米ドルまでお立て替えして支払いをします。もし
カード会員または有資格者が意識を失っており、オーバーシーズ・アシスト・プレミ
アムが必要と判断した場合には、カード会員に代わって現地の医師または医療施設に
支払います。

Ⅴ . 法律上のトラブルに巻き込まれた場合−弁護士等をご紹介
緊急時の弁護士のご紹介（ご旅行期間に関係なく提供）に加えて、カード会員または
有資格者が法律上のトラブルに巻き込まれ緊急に法律上の手助けを必要としている場
合には、オーバーシーズ・アシスト・プレミアムでは次のような支援活動を行います。
1．�もしカード会員または有資格者が拘留された場合、オーバーシーズ・アシスト・プレミ
アムは最高1,000米ドルを限度として保釈金を支払います。これらの費用は、後ほど
通常のカードご利用代金と同様の方法でお支払いいただきます。このサービスをご利
用いただけるのは交通事故か行政手続の違反等により拘留された場合に限られます。

2．�弁護士費用として 1件につき 1,000 米ドルを限度としてお立て替えします。この
費用は、後ほど通常のカードご利用代金と同様の方法でお支払いいただきます。

Ⅵ . ご容体をお知らせになりたい場合−ご家族へご連絡
入院から48時間以内、あるいはカード会員と初めて電話連絡がとれた時点で、オーバー
シーズ・アシスト・プレミアムでは、ご家族、近親者、ビジネス関係者への連絡をご希望
になるかどうかをお尋ねし、ご希望の場合は最善を尽くしてご連絡をします。ただし、カー
ド会員に代わってお伝えした情報によって万一損失が生じた場合にも、アメリカン･エ
キスプレスおよびオーバーシーズ・アシスト・プレミアムでは通常責任を負いません。
Ⅶ . カード会員または有資格者が亡くなられた場合−ご遺体を日本へ
万一、カード会員または有資格者がお亡くなりになられたときには、ご遺体を日本へ
移送するための手続をとり、棺（700米ドル以内）その他ご遺体の移動に必要な物お
よびお住まいまでの輸送費を負担します。ただし、葬儀および埋葬費用は負担しません。
Ⅷ . 証明書類の紛失時の再発行へのお手伝い
パスポート、ビザ、その他カード会員または有資格者の身元を証明する書類等を紛失
または盗難に遭われた場合には、再交付等が受けられるよう必要な情報をご提供いた
します。（ご旅行期間に関係なく提供）
Ⅸ . 病院の予約および入院の手配サービス
医師あるいは医療施設が予約を受け付ける場合、予約の手配を行います。また、緊急
を要する場合などには、入院の手配をいたします。
B. お忘れ物探索サービス—海外旅行中のお忘れ物を探し、
　そのお忘れ物がご希望の住所あるいはご滞在先に届くまでの手配。
�●��ご旅行中あるいはお帰りになられた際、お忘れ物に気が付いた時点でご連絡くださ
い。その際、お忘れになったであろう場所や状況の情報などをできるだけ詳しく説
明していただきます。

�●���探索中の途中経過報告は随時ご連絡します。お忘れ物が見つかり次第、ご確認をい
ただきます。

�●���探索にかかる諸費用、配送料、保険、通関等の見積りを提示し、お忘れ物のお届け
方法の確認を取ります。サービスは必ず見積額の承認をいただいた後に提供されま
す。これらの費用は、後ほど通常のカードご利用代金と同様の方法でお支払いいた
だきます。このサービスは海外旅行中のお忘れ物の場合のみご利用いただけます。

C. 海外情報サービス—ご旅行期間に関係なく年中無休で提供
カード会員および有資格者がいつでもご利用になれる情報サービス
�●���紛失・盗難などによるカードの再発行手続き。
�●��急病やケガ、法律上のトラブルなど緊急の場合、できるだけ日本語のわかる医師、
病院、歯科医、弁護士などの紹介。
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�●���パスポート、ビザ、予防接種等についての情報。
�●��最寄りの日本大使館、領事館の所在地、電話番号、開閉時間。
�●��レストラン、ゴルフ ･コース、その他のサービス施設についての情報とご予約。
�●��フライトの手配。フライトの予約、予約の再確認、予約取消し、航空券の発行、ルー
ト変更およびローカル ･ツアーの手配などのお手伝い。

�●��ホテル等の予約、予約の確認、変更、取消し等。
�●��レンタカー、リムジンカーの予約、取消しおよびローカル ･ツアーの予約、取消し等。
�●��メッセージの伝達 ･保管サービス（サービスには一定の制限があります）。
�●��電話による簡単な通訳サービス。（ビジネスの場合を除きます。）
�●��天気予報。
�●��チケット（オペラ、ミュージカル等）の予約 ･手配。
�●��その他カードに関するお問い合わせ。
D. その他のサービス
オーバーシーズ・アシスト・プレミアムは、カード会員および有資格者のご要望に応じ
上記以外のサービスも提供できるようできる限り努力します。
ただし、この規定に明記されていないサービスに関しては、ご要望にそえない場合が
あります。
また、この規定に明記されていないサービスに要する費用は原則としてカード会員の
ご負担となります。
サービスご利用の場合の条件と制限事項
�●��プレミアム・サービス・デスクおよびプレミアム・カード・アシストへコレクト ･コー
ル（またはトールフリー）される際には ANA�アメリカン・エキスプレス・プレミ
アム・カードの会員番号が必要となりますので前もってご用意ください。また、ご
連絡のための電話番号、正確な住所も必要となります。

�●���トールフリーダイヤル、コレクトコールご利用時のホテルでの電話回線料や携帯電
話等のローミング料金、コレクトコールやフリーダイヤルが利用できない場合の通
信料金は会員様のご負担となりますのでご了承ください。

�●���このサービスは、一定の国においてはご利用できないこともあり、また天災、戦争、
社会不安、労働争議、資材・サービスの入手困難、その他の不可抗力により提供できない
場合があります。詳細についてはプレミアム ･サービス・デスク 0120-126626（通話
料無料／ 24 時間／年中無休）、海外からは 81-3-3220-6234（オペレーターにコレ
クト ･コールをお申し込みください／ 24時間 ･年中無休）へお問い合わせください。

�●���アメリカン ･エキスプレスは、オーバーシーズ・アシスト・プレミアムあるいは医療、
歯科医療、法律上、その他のサービスの提供者の行為について責任を負いません。

�●���この規定に費用の負担が不要であることが明記されているサービスを除き、オーバー
シーズ・アシスト・プレミアムのご利用に際して要する費用はカード会員のご負担と
なります。

�●��メッセージの伝達 ･保管は、緊急の場合または何等かの理由で電話連絡が取れない
場合等に限らせていただきます。また業務上のご連絡にはご利用いただけません。

�●���本規定が定めるサービスをご利用いただくにあたり、不正や偽造による行為がなさ
れた場合には、本規定上のサービスは提供されません。

�●���次のような場合は、この規定に基づくオーバーシーズ・アシスト・プレミアムのサー
ビスは提供できません。

�a）����病気やケガに見舞われてから、180 日以上を経過した場合には、日本への帰国サー
ビスは提供しません。

�b）����病気やケガの状態が次のいずれかにあてはまる場合。
１．ご旅行にご出発以前に発生した病気やケガ。
２．妊娠、出産、流産およびこれにもとづく病気。
ただし、これらの場合でも、カード会員のご希望に応じて実費によるサービスを提供
させていただくことがあります。なお、プレミアム ･カード ･アシストは独自の判断
によりお断りすることもあります。

�

＜ 2018 年 3月現在＞
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